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序文
Multidomain MDM のリリースガイドでは、新機能と拡張機能、バージョン間での動作の変更、および以前の
バージョンからアップグレードした後に実行する必要のあるタスクについて説明しています。このガイドは、
Informatica(R) Multidomain MDM のユーザー向けに記述されています。このガイドは、読者が使用する機能
について知識があることを前提としています。

Informatica のリソース
Informatica Network

Informatica Network は、 Informatica グローバルカスタマサポート、Informatica ナレッジベースなどの製
品リソースをホストします。Informatica Network には、https://network.informatica.com からアクセスし
てください。
メンバーは以下の操作を行うことができます。
• 1 つの場所からすべての Informatica のリソースにアクセスできます。
• ドキュメント、FAQ、ベストプラクティスなどの製品リソースをナレッジベースで検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• 自分のサポート事例を確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
ドキュメント、ハウツー記事、ベストプラクティス、PAM などの製品リソースを Informatica Network で検
索するには、Informatica ナレッジベースを使用します。
ナレッジベースには、https://kb.informatica.com からアクセスしてください。ナレッジベースに関する質
問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム（KB_Feedback@informatica.com）
です。

Informatica マニュアル
使用している製品の最新のドキュメントを取得するには、
https://kb.informatica.com/_layouts/ProductDocumentation/Page/ProductDocumentSearch.aspx にあ
る Informatica ナレッジベースを参照してください。
このマニュアルに関する質問、コメント、ご意見の電子メールの送付先は、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）です。
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Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica Network メンバである場合は、
PAM

（https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices）に
アクセスできます。

Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスによって開発されたヒントおよびベスト
プラクティスのコレクションです。数多くのデータ管理プロジェクトの経験から開発された Informatica 
Velocity には、世界中の組織と協力して優れたデータ管理ソリューションの計画、開発、展開、および維持を
行ってきた弊社コンサルタントの知識が集約されています。
Informatica Network メンバである場合は、Informatica Velocity リソース

（http://velocity.informatica.com）にアクセスできます。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を強化したり拡張したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Informatica の開発者およびパートナーの何百ものソリューションを利用して、プロ
ジェクトで実装にかかる時間を短縮したり、生産性を向上させたりできます。Informatica Marketplace には、
https://marketplace.informatica.com からアクセスできます。

Informatica グローバルカスタマサポート
Informatica Network の電話またはオンラインサポートからグローバルカスタマサポートに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（http://www.informatica.com/us/services-and-training/support-services/global-support-centers）を参
照してください。
Informatica Network メンバである場合は、オンラインサポート（http://network.informatica.com）を使用
できます。
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第  1  章

新機能と変更点（10.3）
この章では、以下の項目について説明します。
• MDM Multidomain Edition は Multidomain MDM に, 12 ページ
• ビジネスエンティティを使用する Data Director の新機能, 12 ページ
• サブジェクト領域を使用する Data Director の新機能, 20 ページ
• バージョン 10.3 で導入された Hub サーバーのプロパティ, 22 ページ
• バージョン 10.3 で導入されたプロセスサーバーのプロパティ, 23 ページ
• グローバルプロパティ, 23 ページ
• 変更点（10.3）, 24 ページ

MDM Multidomain Edition は Multidomain MDM に
バージョン 10.3 から、製品名が Informatica Multidomain MDM に変更されました。

ビジネスエンティティを使用する Data Director の新機能
Multidomain MDM のこのリリースでは、ビジネスエンティティを使用する Data Director 向けに次の新機能
が導入されました。

ビジネスエンティティの検索とクエリ
Data Director を設定して、ユーザーがクエリまたは検索を使用して、ビジネスエンティティレコードを見つけ
られるようにできます。また、レコードビューに手動でレコードを追加するために、クエリまたは検索の使用
を設定することもできます。プロビジョニングツールを使用して Data Director を設定します。

クエリ
次のタスクを実行するためにクエリを使用できるようになりました。
• クエリを使用したレコードの検索。クエリを作成、保存、および編集できます。
• ワイルドカードを使用したレコードの検索。
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• あいまい検索または完全一致検索の実行。クエリの結果で大文字と小文字を区別するかどうかを設定できま
す。

• クエリ値を含むレコードを検索するための、基本クエリまたは拡張クエリの設定。基本クエリでは、レコー
ドの検索にシンプルテキスト比較を使用します。拡張クエリでは、レコードの検索に一致する論理と一致が
有効な属性を使用します。

• クエリ結果に含まれる現在のカラムまたはすべてのカラムの CSV ファイルへのエクスポート。
• クエリ結果のカスタマイズによる、目的のカラムの表示。
• プロビジョニングツールを使用した、クエリ結果の表示に使用するビューの設定。
詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 の Data Director ユーザーガイドと Multidomain MDM
バージョン 10.3 のプロビジョニングツールガイドを参照してください。

検索
次のタスクを実行するために検索を使用できるようになりました。
• ワイルドカードを使用したレコードの検索。
• あいまい検索または完全一致検索の実行。完全一致検索の結果では、大文字と小文字は区別されません。
• 検索結果に含まれる現在のカラムまたはすべてのカラムの CSV ファイルへのエクスポート。
• 検索結果のカスタマイズによる、目的のカラムの表示。
• プロビジョニングツールを使用した、検索結果の表示に使用するビューの設定。
詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 の Data Director ユーザーガイドと Multidomain MDM
バージョン 10.3 のプロビジョニングツールガイドを参照してください。

更新後の Data Director のルックアンドフィール
Data Director は、垂直タブが表示されたナビゲーションバーを使用します。［新規］タブを使用してレコード
を追加できるようになりました。タスクインボックス、タスクマネージャ、およびレコードビューが整理され
ています。
次の図は、エンティティタブが表示された状態の、更新後のナビゲーションバーのルックアンドフィールを示
します。

以前は、Data Director には水平タブが表示されていました。アプリケーションヘッダの［作成］メニューを使
用していました。
タスクマネージャ
タスクパネルと確認パネルが並んで表示されるため、タスクを簡単に管理および表示できます。また、確認パ
ネルに［コメント］タブが表示されます。［コメント］タブでは、タスクに関するすべてのコメントを表示でき
ます。
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次の図に、タスクマネージャの更新後のルックアンドフィールを示します。

以前は、タスクパネルが確認パネルの上に表示されていました。また、［タスクの詳細］ダイアログボックスの
［すべてのコメント］ボックスにコメントが表示されていました。
タスクインボックス
タスクインボックスは、作業対象のタスクをフィルタして検索できるように簡素化されています。
次の図に、更新後のタスクインボックスのルックアンドフィールを示します。

詳細については、Informatica Multidomain MDM バージョン 10.3 Data Director ユーザーガイドを参照して
ください。

Data Director のローカリゼーション
ビジネスエンティティを使用する Data Director のユーザーインタフェース要素を、サポートされる任意の言
語で表示できます。MDM 管理者は、メタデータ、ラベル、エラーメッセージ、およびルックアップテーブルを
ローカライズできます。Data Director では、次の言語がサポートされます。
• 英語（US）
• 英語（UK）
• ポルトガル語
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• フランス語
• スペイン語
• ドイツ語
• ロシア語
• 日本語
• 中国語
• 韓国語
メタデータのローカライズ
Data Director ユーザーインタフェースのメタデータ要素をローカライズして、選択した言語を表示できます。
メタデータ要素の例として、メニュー名、フィールド名、タスク、およびビジネスエンティティ名があります。
メタデータをローカライズするには、プロビジョニングツールで besMetadata.properties という zip ファイ
ルをダウンロードし、表示する言語向けの bundle.properties ファイルを編集します。例えば、フランス語へ
のローカリゼーションの場合は、bundle_fr.properties ファイルを編集します。タスクアクションやタスクタ
イプをローカライズするには、besMetadata.properties ファイルの値を手動で編集する必要があります。こ
の際、taskaction.<アクション名>の形式を使用します。
ラベルとエラーメッセージのローカライズ
Data Director のラベルとエラーメッセージをローカライズして、選択した言語を表示できます。ラベルやエラ
ーメッセージをローカライズするには、リソースツールキットに含まれる LocalizationSetup スクリプトを実
行する必要があります。このスクリプトは、MDM Hub のインストールパッケージに含まれています。
ラベルやエラーメッセージのローカライズの詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 のプロビジ
ョニングツールガイドを参照してください。
ルックアップテーブルのローカライズ
すべてのルックアップテーブルでは、ローカリゼーションがサポートされます。例えば、性別、国、および状
態のルックアップテーブルは、対応する性別、国、および状態のローカライズ版ルックアップテーブルにマッ
ピングされます。
メタデータ、ラベル、エラーメッセージ、およびルックアップテーブルのローカライズの詳細については、
Multidomain MDM バージョン 10.3 のプロビジョニングツールガイドを参照してください。

レコードビューのレイアウト
レコードビューのカスタムレイアウトを設計して、［一致したレコード］ビュー、［階層］ビュー、および［履
歴］ビューを置き換えることができます。また、確認タスク、マージタスク、およびマージ解除タスクのレイ
アウトも置き換えられます。
カスタムビューを設計するには、プロビジョニングツールを使用します。レコードビューのレイアウトを作成
して、名前、目的、およびカスタムビューへのアクセスを許可するユーザーを指定します。次に、レイアウト
にコンポーネントを追加して、カスタムビューを構築します。
Data Director で、カスタムビューは［表示］リストに表示されます。タスクのカスタムビューは、Data 
Director のタスクマネージャに表示されます。
重複レコードのマージやレコード履歴の参照用のカスタムレコードビューでは、すべてのビジネスエンティテ
ィを表示するか、ビジネスエンティティに含まれるフィールドのサブセットであるビジネスエンティティビュ
ーを表示するかを選択できます。以前は、これらのレコードビューはデフォルトビューであり、すべてのビジ
ネスエンティティが表示されていました。
ビジネスエンティティ向けに、［一致したレコード］の基本ビューを設定するか、［一致したレコード］の詳細
ビューを設定するかを選択できます。［一致したレコード］の基本ビューでは、重複する親レコードのみをマー
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ジできます。［一致したレコード］の詳細ビューでは、重複する親レコードと子レコードをマージできます。自
分のアプリケーション用に、これらの［一致したレコード］ビューのいずれかまたは両方を構成することが可
能です。
以前は、デフォルトのエンティティビューを置き換えるためにのみ、カスタムレコードビューのレイアウトを
設計できました。
レコードビューのレイアウト設計の詳細については、Informatica Multidomain MDM バージョン 10.3 のプロ
ビジョニングツールガイドを参照してください。

デフォルトのレコードビューの非表示
プロビジョニングツールで Data Director アプリケーションを設定して、［表示］リストにデフォルトのレコー
ドビューが表示されないようにすることができます。
デフォルトのレコードビューは、ユーザーが Data Director のレコードを表示および管理できるようにするた
めに、デフォルトで有効化されています。カスタムビューを設計した後は、デフォルトのレコードビューを非
表示にすることを選択して、エンドユーザーの混乱を避けることができます。
以前は、Data Director でデフォルトのレコードビューを非表示にすることはできませんでした。
注: Multidomain MDM をアップグレードした場合、デフォルト状態の［表示］リストにはデフォルトのレコー
ドビューが表示されています。
デフォルトのレコードビューの詳細については、Informatica Multidomain MDM バージョン 10.3 のプロビジ
ョニングツールガイドを参照してください。

類似するレコードコンポーネント
類似するレコードコンポーネントを使用して、新しいレコードを作成する時に類似するレコードを検索できま
す。類似するレコードコンポーネントへのレコードの表示に、検索またはクエリを使用するかどうかを決定で
きます。完全一致のクエリまたはあいまい一致のクエリを設定できます。
以前は、類似するレコードコンポーネントには、検索のみを設定できました。
類似するレコードコンポーネントの詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 のプロビジョニング
ツールガイドを参照してください。

［一致するレコード］ビュー
［一致したレコード］ビューの機能が拡張されて、重複レコードの識別と解決が容易になりました。
［一致したレコード］ビューで、次の機能が拡張されました。

以下の作業を実行できるようになりました。
• ［一致したレコード］の基本ビューまたは［一致したレコード］の詳細ビューを使用した重複の解決。［一致

したレコード］の基本ビューでは、重複する親レコードのみをマージできます。［一致したレコード］の詳
細ビューでは、重複する親レコードと子レコードをマージできます。［一致したレコード］ビューのいずれ
かまたは両方を、Data Director に設定できます。

• 重複の識別に役立つ可能性のある信頼スコアなどの情報の表示と、マージ用に選択したレコードのみの表
示。

• 一致したレコードの一致ルールの詳細の表示。
• 一致したレコードに追加されたブレッドクラムを使用した、マージするレコードの親の識別。
• 重複レコードが［一致したレコード］ビューに表示されない場合は、レコードをビューに手動で追加するこ

とが可能。追加するレコードを見つけるには、検索またはクエリを使用します。
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• マージしないレコードや重複ではないレコードの削除。
• 自動マージのレコードのキューへの追加。
• 正しいと思われる値を昇格またはオーバーライドすることによる、最善データの完成。
• レコードのマージ前に、マージ結果のプレビューが可能。
詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 の Data Director ユーザーガイドを参照してください。

［相互参照レコード］ビュー
［相互参照レコード］ビューには、相互参照レコードの親レコードを識別するために役立つブレッドクラムが含

まれています。ブレッドクラムトレイルに示されている最後のレコードが、［相互参照レコード］ビューに表示
されたレコードのすぐ上の親です。

タスクマネージャ
ActiveVOS abAdmin ロールが割り当てられていると、タスクマネージャでタスクのワークフローの詳細を表
示できます。また、自分のユーザーグループの別のユーザーに属するタスクの割り当てをプールに戻して、別
のユーザーが引き受けられるようにすることもできます。
タスクマネージャの詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 の Data Director ユーザーガイドを
参照してください。

マージタスク
マージタスクの確認担当者は、確認プロセス中にマージタスクを更新できます。
確認のパネルで、確認担当者は、［一致したレコード］ビューで行える次のアクションを実行できます。
• マージする重複レコードの追加。
• マージしないレコードの削除。
• フィールドに正しい値を選択または入力することによる、最善データの完成。
マージタスクの詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 の Data Director ユーザーガイドで、確
認プロセスへの参加に関する章を参照してください。

レコードへのファイルの添付
レコードを追加または編集するときに、レコードに子レコードとしてファイルを添付できます。プロビジョニ
ングツールを使用して、データ型が FileAttachment のビジネスエンティティフィールドを設定します。この
ビジネスエンティティフィールドを使用して、Data Director アプリケーションでファイルを添付できます。
FileAttachment データ型の詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 のプロビジョニングツール
ガイドを参照してください。

タスクへのファイルの添付
タスクにファイルを添付できます。添付をサポートするようにタスクが設定されている場合は、表示可能なす
べてのタスクにファイルを添付できます。タスクに添付されたファイルはタスクの詳細に表示され、タスクを
表示できるユーザーは添付ファイルを表示できます。
タスクへのファイル添付の詳細については、Informatica Multidomain MDM バージョン 10.3 の Data 
Director ユーザーガイドを参照してください。
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タスクのコメントと添付
ユーザーがワークフローをトリガしたりタスクアクションを実行したりする際に、コメントや添付の追加を必
須にするかどうかを設定できます。コメントや添付の設定を構成するには、プロビジョニングツールを使用し
ます。
以前は、ユーザーがタスクにコメントを追加することは可能でしたが、ユーザーによるコメント追加を必須に
することはできませんでした。
ワークフローのトリガ
ユーザーにコメント、添付、またはその両方を求めるために、ワークフローのトリガを設定することができま
す。例えば、ユーザーがマージ解除タスクをトリガする際にコメントを追加しなければならないようにするた
めに、マージ解除タスクのトリガを設定できます。
タスクタイプ
ユーザーにコメント、添付、またはその両方を求めるために、タスクタイプを設定することができます。また、

［タスクの詳細］ダイアログボックスからのファイル添付をユーザーに許可できます。例えば、確認担当者がビ
ジネスエンティティレコードに対して提示された変更を拒否する場合に、担当者にコメントと添付の追加を義
務付けるように、確認タスクを設定することができます。確認担当者がタスクの詳細を編集する際にファイル
を添付できるように、マージタスクを設定できます。
タスクのコメントと添付の詳細については、Informatica Multidomain MDM バージョン 10.3 のプロビジョニ
ングツールガイドを参照してください。

ビジネスエンティティのセキュリティ
MDM Hub のユーザーロールを適用して、ビジネスエンティティに基づいてレコードへのアクセスを管理でき
ます。また、データフィルタを使用して、フィールドの値とユーザーロールに基づいてレコードへのアクセス
を管理することもできます。フィールドに追加できる値を制限する場合は、フィールドに対してデフォルト値
のリストを作成できます。
セキュリティオプションの詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 のプロビジョニングツールガ
イドを参照してください。

ユーザーロールとビジネスエンティティ
ビジネスエンティティは、ルートベースオブジェクトと子ベースオブジェクトを持つデータ構造です。MDM 
Hub コンソールでベースオブジェクトとその他のリソースにユーザーロール権限を割り当てると、Data 
Director のレコードビューに権限が継承されます。例えば、ベースオブジェクトのユーザーロールに読み取り
権限を付与した場合、そのユーザーは、ビジネスエンティティレコードに同じアクセス権を持つことになりま
す。
ユーザーロールに権限をすでに割り当てている場合は、ビジネスエンティティ上でセキュリティを有効化する
ために他の作業をする必要はありません。アップグレードの後、Data Director はユーザーロール権限の結果を
自動的に反映します。

ユーザーロールと REST API
API が機能拡張されて、MDM Hub ユーザーロールがサポートされるようになりました。すべてのケースで、ユ
ーザーはレコードの読み取り権限を持っている必要があります。これは、他の権限が処理される前に必要です。
ユーザーロール権限はビジネスエンティティによって継承されます。そうすると、フィールドの値に基づくレ
コードへのアクセスを制限するために、フィールドフィルタを使用できます。
次の REST API は、オブジェクトとリレーションの<operations>要素内のユーザーロール権限を返します。
• GetMetadata
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• ListMetadata
セキュリティの改善点の Data Director への影響の詳細については、「ビジネスエンティティのセキュリティ」  
(ページ 18)を参照してください。
セキュリティフィルタおよびデータフィルタの API の機能拡張の詳細については、Multidomain MDM バージ
ョン 10.3 のビジネスエンティティサービスガイドを参照してください。

ユーザーロールが割り当てられたデータフィルタ
ビジネスエンティティのフィールドにデータフィルタを作成し、そこにユーザーロールを割り当てることがで
きます。レコード内のフィールド値に基づいて、ユーザーはレコード全体を表示できる場合とできない場合が
あります。また、ノードにフィルタを作成して、ノードが空の場合に親レコードへのアクセス権をユーザーが
持つかどうかを決めることができます。
注: この機能は、サブジェクト領域に対するデータセキュリティフィルタに似ていますが、ビジネスエンティテ
ィ向けのデータフィルタでは大文字と小文字が区別されません。

ユーザーロールが割り当てられたタスク
ビジネスエンティティ用に作成したワークフロータスクに、ユーザーロール特権を割り当てます。ユーザーは、
ロール特権を持つタスクに対してアクションを実行できます。例えば、ユーザーがマージタスクでアクション
を実行できるのは、そのユーザーのロールにマージ特権が含まれる場合のみです。

ビジネスエンティティのデフォルト値
フィールドにデフォルト値を追加できます。Data Director では、フィールドに単一のデフォルト値が表示され
ます。デフォルト値のリストは、ドロップダウンリストとして表示されます。

セキュリティ向けのユーザーインタフェースの改善点
MDM 管理者がユーザーロール特権を作成すると、その特権は Data Director ユーザーインタフェースに影響を
与えます。例えば、あるビジネスエンティティへのアクセス権を持たないユーザーは、そのビジネスエンティ
ティまたはそこに属するレコードを表示できません。
次の表に、ビジネスエンティティのロール特権の概要と、特権が Data Director ユーザーインタフェースの動
作にどのように影響するかを示します。

ビジネスエンテ
ィティのアクシ
ョン

Data Director の動作

レコードの作成 ［新規］メニューでは、レコードを作成する権限のあるビジネスエンティティのタイプ
のみ表示できます。

レコードの読み
取り

読み取り権限のあるビジネスエンティティのレコードを表示できます。他のレコードに
はアクセスできません。

レコードの更新 レコードビューでは、ビジネスエンティティレコードの編集権限がある場合に、［編集］
ボタンが有効になります。それ以外の場合、［編集］ボタンは表示されません。

レコードの削除 ビジネスエンティティレコードの削除権限がある場合、［削除］アイコンが有効になり
ます。
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ビジネスエンテ
ィティのアクシ
ョン

Data Director の動作

レコードの検索 スマート検索を使用してビジネスエンティティを検索する場合、検索フィルタと検索結
果には表示権限があるビジネスエンティティのタイプのみ表示されます。

レコードのマー
ジおよびマージ
解除

レコードのマージおよびマージ解除権限がある場合、［一致したレコード］ビューの各
レコードの上部にある［マージ］ボタンとチェックボックスが有効になります。このビ
ューにレコードを追加すると、検索フィルタと検索結果には表示権限があるビジネスエ
ンティティのレコードのみ表示されます。

ビジネスエンティティビューは、ビジネスエンティティと同じロール特権を継承します。例えば、ビジネスエ
ンティティビューに重要なフィールドを含めることを選択した場合、そのレコードに対するロール特権を持つ
ユーザーだけがそれを表示または編集できます。ユーザーロール特権がビジネスエンティティやビジネスエン
ティティビューにどのように変換されるかの詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 のプロビジ
ョニングツールガイドを参照してください。

サブジェクト領域を使用する Data Director の新機能
Multidomain MDM のこのリリースでは、サブジェクト領域を使用する Data Director 向けに次の新機能が導
入されました。

更新後の Data Director のルックアンドフィール
Data Director は、垂直タブが表示されたナビゲーションバーを使用します。［新規］タブを使用してレコード
を追加できるようになりました。タスクインボックスとタスクマネージャは合理化されています。
次の図は、［データ］タブが表示された状態の、更新後のナビゲーションバーのルックアンドフィールを示しま
す。

以前は、Data Director には水平タブが表示されていました。アプリケーションヘッダの［作成］メニューを使
用していました。
タスクマネージャ
タスクパネルと確認パネルが並んで表示されるため、タスクを簡単に管理および表示できます。また、確認パ
ネルに［コメント］タブが表示されます。［コメント］タブでは、タスクに関するすべてのコメントを表示でき
ます。
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次の図に、タスクマネージャの更新後のルックアンドフィールを示します。

以前は、タスクパネルが確認パネルの上に表示されていました。また、［タスクの詳細］ダイアログボックスの
［すべてのコメント］ボックスにコメントが表示されていました。
タスクインボックス
タスクインボックスは、作業対象のタスクをフィルタして検索できるように簡素化されています。
次の図に、更新後のタスクインボックスのルックアンドフィールを示します。

詳細については、Informatica Multidomain MDM バージョン 10.3 Data Director ユーザーガイドを参照して
ください。

タスクへのファイルの添付
タスクにファイルを添付できます。添付をサポートするようにタスクが設定されている場合は、表示可能なす
べてのタスクにファイルを添付できます。タスクに添付されたファイルはタスクの詳細に表示され、タスクを
表示できるユーザーは添付ファイルを表示できます。
タスクへのファイル添付の詳細については、Informatica Multidomain MDM バージョン 10.3 の Data 
Director ユーザーガイドを参照してください。
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バージョン 10.3 で導入された Hub サーバーのプロパティ
次の Hub サーバーのプロパティを使用して、MDM Hub の実行時の動作を制御できます。
cmxserver.properties ファイルで Hub サーバーのプロパティを設定します。
cmx.file.allowed_file_extensions

Data Director アプリケーションでレコードまたはタスクに添付できるファイルの拡張子を列挙します。
デフォルトでは、.pdf および.jpg ファイルを添付できます。複数の拡張子を指定する場合は、それぞれの
値をカンマで区切ります。
例えば、cmx.file.allowed_file_extensions=pdf,jpg,png,txt,zip,exe と指定します。

cmx.file.max_file_size_mb
Data Director アプリケーションで添付できるファイルのサイズ制限を指定します。
注: サブジェクト領域データモデルを使用する Data Director アプリケーションには、20 MB の静的サイズ
制限があります。20 MB より大きいサイズ制限を指定した場合、サブジェクト領域データモデルを使用す
る Data Director アプリケーションは、20 MB の静的サイズ制限を維持します。ビジネスエンティティデ
ータモデルを使用する Data Director アプリケーションは、cmx.file.max_file_size_mb プロパティに定義さ
れたサイズ制限を維持します。

cmx.server.attachment.temp.ttl_minutes
TEMP ストレージに作成したファイルが期限切れになるまでの分数です。ファイルが期限切れにならない
ようにするには、0 に設定します。デフォルトは 60 です。

cmx.ss.engine
検索に Elasticsearch エンジンを使用する場合に必要になります。プロパティを手動で追加して、es に設
定します。

ex.max.conn.per.host
ホストに接続する Elasticsearch ノードの最大数を設定します。ホストの Elasticsearch クラスタノード
の数を設定します。

ex.max.threads
Apache の非同期のノンブロッキングレシーバが Elasticsearch クラスタの各ノードで使用する最大スレ
ッド数を設定します。デフォルトは 1 です。
Informatica グローバルカスタマサポートから提案された場合にのみ、値を変更してください。

es.index.refresh.interval
スマート検索データの初期インデックス処理のバッチジョブの実行後に、Elasticsearch がデータへの変
更をコミットする間隔を秒単位で設定します。この間隔が経過した後、データは検索で利用可能になりま
す。デフォルトは 30 です。
このプロパティは、初期インデックス処理中のインデックス処理のボリューム増加に影響します。
Informatica グローバルカスタマサポートから提案された場合にのみ、値を変更してください。

ssl.keyStore
アプリケーションサーバーの HTTPS ポートを使用して Hub サーバーを設定する場合は必須です。プロパ
ティを手動で追加します。キーストアファイルの絶対パスおよびファイル名。 

ssl.keyStore.password
アプリケーションサーバーの HTTPS ポートを使用して Hub サーバーを設定する場合は必須です。プロパ
ティを手動で追加します。キーストアファイルのプレーンテキストパスワード。 
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ssl.trustStore
アプリケーションサーバーの HTTPS ポートを使用して Hub サーバーを設定する場合は必須です。プロパ
ティを手動で追加します。トラストストアファイルの絶対パスおよびファイル名。 

ssl.trustStore.password
アプリケーションサーバーの HTTPS ポートを使用して Hub サーバーを設定する場合は必須です。プロパ
ティを手動で追加します。トラストストアファイルのプレーンテキストパスワード。 

Hub サーバーのプロパティ設定の詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 の設定ガイドを参照し
てください。

バージョン 10.3 で導入されたプロセスサーバーのプロパティ
次のプロセスサーバーのプロパティを使用して、MDM Hub の実行時の動作を制御できます。
Elasticsearch を使用した検索に関連するプロセスサーバーのプロパティは、cmxcleanse.properties ファイルで
設定できます。
cmx.ss.engine

検索に Elasticsearch エンジンを使用する場合に必要になります。プロパティを手動で追加して、es に設
定します。

ex.max.conn.per.host
ホストに接続する Elasticsearch ノードの最大数を設定します。ホストの Elasticsearch クラスタノード
の数を設定します。

ex.max.conn.per.host
ホストに接続する Elasticsearch ノードの最大数を設定します。ホストの Elasticsearch クラスタノード
の数を設定します。

es.index.refresh.interval
スマート検索データの初期インデックス処理のバッチジョブの実行後に、Elasticsearch がデータへの変
更をコミットする間隔を秒単位で設定します。この間隔が経過した後、データは検索で利用可能になりま
す。デフォルトは 30 です。
このプロパティは、初期インデックス処理中のインデックス処理のボリューム増加に影響します。
Informatica グローバルカスタマサポートから提案された場合にのみ、値を変更してください。

プロセスサーバーのプロパティ設定の詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 の設定ガイドを参
照してください。

グローバルプロパティ
次のグローバルプロパティを使用して、Data Director アプリケーションの実行時の動作を制御できます。
minModalWidth

［検索］ウィンドウの最小幅をピクセル単位で決定します。デフォルトは 1100 です。
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変更点（10.3）
用語の変更

このバージョンでは、次の用語が変更されました。

新しい用語 説明 以前の用語 場所
ホームページ タスクインボックスやその他

のコンポーネントが含まれ
る、カスタマイズ可能なダッ
シュボード。

スタートページ Data Director

レコード ビジネスエンティティのイン
スタンス。例えば、「John 
Smith」はレコードですが、

「個人」はビジネスエンティ
ティです。

ビジネスエンティ
ティ

Data Director

レコードビュー Data Director の 1 つ以上のレ
コードの任意のビュー。

エンティティビュ
ー

Data Director、プロビジョニ
ングツール

レコードビューの
レイアウト

Data Director でレコードやタ
スクを表示および管理するた
めに設計できる、Data 
Director ユーザーインタフェ
ースのレイアウト。

エンティティビュ
ーのレイアウト

プロビジョニングツール

検索 Data Director のキーワード検
索機能。レコードを検索する
には、検索ボックスにキーワ
ードを入力します。

スマート検索 Data Director、プロビジョニ
ングツール

［新規］タブ レコードの作成に使用でき
る、ナビゲーションバーのタ
ブ。

［作成］メニューま
たは［データビュ
ーで作成］メニュ
ー

Data Director

Apache Solr を使用した検索の廃止
バージョン 10.3 から、Apache Solr を使用した Data Director の検索機能は廃止されます。今後のリリースで
は、Solr を使用した検索がサポートされなくなります。Data Director でレコードを見つけるために、
Elasticsearch を使用した検索を使用できます。Elasticsearch はオープンソースの、フルテキスト検索エンジ
ンです。
MDM Hub インストーラと一緒にパッケージに含められている、Elasticsearch を使用した検索を設定する必要
があります。Elasticsearch を単一ノードクラスタまたはマルチノードクラスタとして設定して、分散インデッ
クス処理と検索を提供できます。スムーズな移行を成功させるために、Apache Solr を使用した検索でサポー
トされていた API が Elasticsearch を使用した検索でもサポートされます。
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タスクインボックス
バージョン 10.3 から、タスクインボックスに表示するカラムとフィルタを設定できるようになりました。プロ
ビジョニングツールを使用して、タスクインボックス用のカラムとフィルタを設定します。
タスクインボックスには、次のフィルタが含まれます。
• 開いているタスク
• 終了したタスク
• すべてのタスク
• すべての引き受け解除したタスク
• すべての終了したタスク
• すべての引き受け処理したタスク
以前は、タスクインボックス用にカラムやフィルタを設定できず、タスクインボックスのフィルタには、マイ
タスクと使用可能なタスクのみが含まれていました。
タスクインボックスの設定の詳細については、Multidomain MDM 10.3 のプロビジョニングツールガイドを参
照してください。

タスクマネージャ
バージョン 10.3 から、タスクマネージャのタスクパネルに表示するフィールドを設定できるようになりまし
た。プロビジョニングツールを使用して、タスクパネル向けのフィールドを設定します。
タスクパネルには、次のフィルタが含まれます。
• 開いているタスク
• 終了したタスク
• すべてのタスク
• すべての引き受け解除したタスク
• すべての終了したタスク
• すべての引き受け処理したタスク
以前は、タスクパネルのフィルタには、マイタスクと使用可能なタスクのみが含まれていました。
タスクマネージャの設定の詳細については、Multidomain MDM バージョン 10.3 のプロビジョニングツールガ
イドを参照してください。

リソースキット
バージョン 10.3 から、次の項目が Resource Kit ディレクトリと Multidomain MDM のリソースキットガイド
から削除されました。
• WsCodeGenPlugin サンプル
• Jaspersoft テンプレート
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パート I: バージョン 10.2
この部には、以下の章があります。
• 新機能と変更（10.2 HotFix 2）, 27 ページ
• 新機能と変更（10.2 HotFix 1）, 31 ページ
• 新機能と変更点（10.2）, 37 ページ
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第  2  章

新機能と変更（10.2 HotFix 2）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.2 HotFix 2）, 27 ページ
• 変更内容（10.2 HotFix 2）, 30 ページ

新機能（10.2 HotFix 2）
Oracle WebLogic Server 12.2.1.3 のサポート

Oracle WebLogic Server 12.2.1.3 に MDM Multidomain Edition をデプロイできます。

Oracle WebLogic T3S プロトコルのサポート
WebLogic と MDM Multidomain Edition 間の通信には、Oracle WebLogic T3S プロトコルを使用できます。
WebLogic T3S の設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.2 HotFix 2 
Security Guide』を参照してください。

プロセスサーバーのプロパティ
次の Process サーバープロパティを使用して、MDM Hub の実行時の動作を制御できます。
cmxcleanse.properties ファイルの Process サーバープロパティを設定します。
cmx.server.stripDML.useDeleteInsertLock

ベースオブジェクトに多数のレコードがある場合に、一致ジョブまたはトークン化 API 呼び出しの一部と
してトークン化を実行します。

cmx.server.load.nonsmos.sourcesystem.enddate.like.smos
状態管理オーバーライドシステム（SMOS）ではないシステムのリレーション終了日を SMOS と同じ日に
設定します。

Hub サーバープロパティの設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 
HotFix 2 設定ガイド』を参照してください。
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Hub サーバーのプロパティ
次の Hub サーバープロパティを使用して、MDM Hub の実行時の動作を制御できます。
cmxserver.properties ファイルの Hub サーバープロパティを設定します。
cmx.server.selective.bvt.enabled

デフォルトでは、Put または Cleanse Put 呼び出しは、SIF 要求で指定されたフィールドのみを更新する
のではなく、レコード内のすべてのフィールドに BVT 計算を適用します。MDM Hub が SIF 要求の一部で
あるフィールドにのみ BVT 計算を適用するように指定するには、このプロパティを true に設定します。
デフォルトは false です。

com.informatica.mdm.message.queue.max.bytes.threshold
メッセージキューに送信されるメッセージの上限を作成できます。メッセージキューに送信されるメッセ
ージの最大サイズをバイト単位で指定するには、このプロパティを設定します。メッセージが指定された
サイズを超えた場合、メッセージは送信されず、メッセージのステータスは［失敗］に設定されます。

cmx.server.load.nonsmos.sourcesystem.enddate.like.smos
状態管理オーバーライドシステム（SMOS）ではないシステムのリレーション終了日を SMOS と同じ日に
設定します。

cmx.server.override_orstitle
Informatica Data Director（IDD）にログインすると、現在のユーザーのタスクがあるすべてのサブジェ
クト領域の長いタイトルがダッシュボードに表示されます。IDD にログインするときに優先するデフォル
トのタイトルを表示するには、cmxserver.properties ファイルで cmx.server.override_orstitle プロパティを
優先するタイトルに設定します。
例えば、プロパティを［すべてのサブジェクト領域］に設定した場合、画面上のタイトルは［すべてのサブジ
ェクト領域のタスク］として表示されます。

cmx.server.task.grouppotentialmergebyruleid
複数の一致が生成される手動一致タスクで同じ ROWID を持つ複数のタスクエントリを作成するかどうか
を指定します。プロパティを false に設定すると、一致エントリごとに 1 つのタスクを作成できます。

cmx.web.console.session.download.timeout
ユーザー認証後に Hub コンソールを起動できる時間を分単位で指定します。デフォルトは 5 です。Hub
コンソールが必要とする Java ネットワーク起動プロトコル（JNLP）リソースは、指定時間内にダウンロ
ードする必要があります。指定時間内での JNLP リソースのダウンロードに失敗した場合は、ユーザーは
JNLP リソースのダウンロードを再認証する必要があります。

Hub サーバープロパティの設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 
HotFix 2 設定ガイド』を参照してください。

Hub サーバーとプロセスサーバーのグループ化
Java 仮想マシン（JVM）をグループ化することにより、Hub サーバーとプロセスサーバーの論理グループを
作成できます。Hub サーバーとプロセスサーバーのアプリケーションを JVM グループにデプロイすると、ア
プリケーション間の通信はすべてグループ内にとどまります。JVM をグループ化するには、MDM Hub 環境の
各 JVM にグループ ID を割り当てます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.2 HotFix 2 Installation Guide』を参照
してください。
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グローバルプロパティ
次のグローバルプロパティを使用して Informatica Data Director アプリケーションの実行時の動作を制御す
ることができます。
deleteMovedRelInExplorerView

階層マネージャのエクスプローラビューで新しいリレーションを作成するときに古いリレーションを削除
するかどうかを決定します。リレーションに終了日を指定するには、false に設定します。

enableSaveForPeriodDialogForHmRel
IDD で階層マネージャが有効なレコードを更新するときに表示される有効期間のダイアログボックスを有
効にします。有効期間のダイアログボックスを無効にするには、false に設定します。

enableTaskAttachments
従来のビューと Informatica BPM（ActiveVOS）サブジェクト領域ワークフローを Data Director で使用
する場合に、ユーザーがタスクにファイルを添付できるかどうかを指定します。true に設定すると、添付
ファイルが有効になり、［タスクの詳細］ダイアログボックスおよび［タスクの作成］ダイアログボックス
の［ファイル添付］セクションが表示されます。

hideSystemColumnsInResult
検索結果にシステムカラムを表示するかどうかを指定します。IDD 検索結果でシステムカラムを非表示に
するには、true に設定します。

overrideTextAreaColumnOrder
カラムをサブジェクト領域のテキスト領域として設定すると、テキスト領域カラムはカラムの順序に関係
なく常にレイアウトの下部に表示されます。
レイアウト内でテキスト領域のカラムが指定された順序で表示されるようにするには、false に設定しま
す。サブジェクト領域のテキスト領域のカラムがカラムの順序に関係なくレイアウトの下部に表示される
ようにするには、true に設定します。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 HotFix 2 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

保存ハンドラのユーザーイグジットの機能拡張
保存ハンドラのユーザーイグジットでは、getChangedChildren メソッドを使用して、指定したベースオブジェク
ト内の変更または追加された子レコードまたは孫レコードを返すことができます。
ユーザーイグジットは、追加、削除、または更新されたすべてのレコードを返します。ユーザーイグジットに
よって返される変更のタイプを選択できます。例えば、削除された子レコードと更新された子レコードの組み
合わせを返すようにユーザーイグジットに要求することができます。

日付形式の機能拡張
エンティティ 360 フレームワークでは、カレンダーで使用されるデフォルトの日付形式を変更できます。
デフォルトの日付形式を変更するには、テキストエディタを使用して、プロパティ DATE_TIME_LONG_FORMAT を含
む bundleE360.properties ファイルを作成します。次に、bundleE360.properties ファイルを以下の場所に追加しま
す。
<distribution directory>\hub\server\resources\entityE360
注: 存在しない場合は、entityE360 ディレクトリを作成します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 HotFix 2 プロビジョニングツール
ガイド』を参照してください。
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［開始］ワークスペースの拡張
タスクの優先順位を付けるために、［開始］ワークスペースには、タスクが作成された日付を表示する［作成
日］カラムがあります。［開始］ワークスペースには、タスクの現在の所有者を表示する［所有者］カラムもあ
ります。

設定自動化ツールの機能拡張
MDM Hub マスタデータベース内の 1 人のユーザーを削除し、LDAP サーバー内の 1 人のユーザーを MDM Hub
ロールと同期させることができます。
次のプロパティを使用して、ユーザー管理を自動化できます。

プロパティ 説明
MDM.new.user.email<n> 作成するユーザーの電子メールアドレス。
LDAP.attribute_name.for.user.email ユーザーの電子メールアドレスを LDAP サーバーからオペレーショ

ナルリファレンスストアに同期します。
LDAP.attribute_name.for.username 共通名またはユーザー ID 以外の属性を LDAP サーバーからオペレ

ーショナルリファレンスストアに同期します。
LDAP.strip_slashes_from_usernames Boyd\などのユーザー名からスラッシュを削除して、同期プロセス

を動作させます。
LDAP.cleanup.before.sync ユーザーをロールと同期する前に、オペレーショナルリファレンス

ストアに割り当てられているユーザーを削除します。

変更内容（10.2 HotFix 2）
ユーザーイグジットの機能拡張

バージョン 10.2 HotFix 2 では、階層マネージャのユーザーイグジットで有効期間を設定できます。
以前は、保存ハンドラのユーザーイグジットでのみ有効期間を設定できました。

Hub 状態インジケータが PUT 可能でない
バージョン 10.1 HF2 では、システムカラム HUB_STATE_IND を PUT 可能として設定することはできません。
この変更は、そのリリースで発表されませんでした。

『Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.2 HF2 Configuration Guide』では、プロパティ Putable
の例外の一覧が HUB_STATE_IND を含むように更新されています。
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第  3  章

新機能と変更（10.2 HotFix 1）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.2 HotFix 1）, 31 ページ
• 変更（10.2 HotFix 1）, 35 ページ

新機能（10.2 HotFix 1）
履歴ビューの改良点

次のレコードフィールドの追加により、履歴ビューのユーザビリティが向上しました。
最終更新日

レコードが最後に更新された日付が表示されます。
更新者

レコードを更新したユーザーの名前が表示されます。
また、履歴ビューの変更の詳細には、変更を行ったユーザーの姓と名が含まれます。
以前は、Hub コンソールで設定されたユーザー名のみが変更の詳細に表示されていました。変更の詳細にわか
りやすい名前を表示するには、Hub コンソールを起動し、ユーザー定義を更新して姓と名を含めます。
ユーザーの設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 HotFix 1 設定ガ
イド』を参照してください。

ビジネスエンティティへのアクセスの制限
プロビジョニングツールでは、Entity 360 フレームワーク内のすべてのユーザーに対して表示されないビジネ
スエンティティを含むように、IDD アプリケーションを設定できます。セキュリティ上の理由から特定のビジ
ネスエンティティを非表示にする場合は、IDD アプリケーションでビジネスエンティティを設定するときに、

［表示可能］チェックボックスをオフにします。
以前は、IDD アプリケーションのすべてのビジネスエンティティが Entity 360 フレームワーク内のすべてのユ
ーザーに表示されていました。
IDD アプリケーションの設定に関する詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン
10.2 HotFix 1 プロビジョニングツールガイド』を参照してください。
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外部キーカラムへのデータの取り込み
ビジネスエンティティの外部キーカラムでは、関連するビジネスエンティティの一覧から関連するビジネスエ
ンティティを参照および選択できます。選択したビジネスエンティティは検索可能である必要があります。
以前は、外部キーカラムにビジネスエンティティの ROWID を手動で入力する必要がありました。
また、ビジネスエンティティスキーマを生成すると、プロビジョニングツールによって、ビジネスエンティテ
ィルックアップフィールドが生成されます。
ルックアップに関する詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 HotFix 1 プ
ロビジョニングツールガイド』を参照してください。

SearchQuery 要求のパフォーマンス最適化
SearchQuery 要求は、保留中のデータ変更を含む結果を基本オブジェクトに返すことができます。
以前は、基本オブジェクトに保留中の変更が含まれている場合に、クエリ結果がタイムアウトしました。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 HotFix 1 サービス統合フレームワ
ークガイド』を参照してください。

バッチグループのジョブ履歴
Hub コンソールの［バッチグループ］ツールでは、バッチグループジョブログに対して処理する履歴の日数を
指定できます。デフォルトでは、バッチジョブのログはすべての履歴を考慮しますが、考慮する日数を減らす
ことができます。
バッチグループジョブログに対して処理する履歴の日数を指定するには、cmxserver.properties ファイルに
cmx.server.jobControl.noOfDays プロパティを設定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 HotFix 1 設定ガイド』を参照して
ください。

メッセージキューのポーリングの無効化
マルチノード環境では、個々のノードに対してメッセージキューのポーリングを無効にできます。メッセージ
キューのポーリングを無効にするには、cmxserver.properties ファイルと cmxcleanse.properties ファイル内で、
mq.data.change.monitor.thread.start プロパティを false に設定します。
DEBUG モードでは、メッセージキューのポーリングの操作を確認できます。
• mq.data.change.monitor.thread.start の値が false であるノードでは、メッセージ Monitoring is disabled

がログに表示されます。
• mq.data.change.monitor.thread.start の値が true であるノードでは、メッセージ Data changes monitoring 

started がログに表示されます。
デフォルトでは、メッセージキューのポーリングは、MDM Hub EAR ファイルがデプロイされているすべての
Java 仮想マシン上で有効になっています。データ変更の監視とメッセージのパブリッシュに複数のポーラース
レッドを使用していると、メッセージが正しい順序でパブリッシュされない場合があります。メッセージのパ
ブリッシュ順序を制御するには、単一のポーラースレッドを使用します。
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グローバルプロパティ
次のグローバルプロパティを使用して Informatica Data Director アプリケーションの実行時の動作を制御す
ることができます。
bulkexportloadsize

Microsoft Excel ファイルにデータをエクスポートするときの、各スレッドのロードの最大レコード数を設
定します。

exportusingmultithread
Microsoft Excel ファイルにデータをエクスポートするためのマルチスレッドを有効にします。

CompositePagerTotalRecords
Informatica Data Director がソートする ActiveVOS タスクの最大数。デフォルトでは、Informatica 
Data Director は、大文字小文字を区別しない ActiveVOS タスクをソートします。ソート対象が
CompositePagerTotalRecords の値よりも多い場合、大文字小文字を区別するソートはデータベース依存です。
データベースが Microsoft SQL Server である場合、ソートは大文字小文字を区別しません。データベース
が Oracle または IBM DB2 の場合、ソートは大文字小文字を区別します。

convert2DigitYearTo4Digit
2 桁の年のエントリを 4 桁の年のエントリに調整できるようにします。

enableCreateBEMenuGrouping
ビジネスエンティティの［作成］メニューのサブジェクト領域に基づいて論理グループを定義できるかど
うかを指定します。このプロパティは、多数のサブジェクト領域がある場合に必要です。

expandDropDownListShowFullValue
ルックアップレコードの［検索］タブでドロップダウンリストを展開できるようにします。

qrytaskidfromprocessidtotalretry
Informatica Data Director が ActiveVOS タスクの再ロードを試行する回数。

qrytaskidfromprocessidwaitintrvlmillis
Informatica Data Director が ActiveVOS タスクの再ロードを試行するまでに待機するミリ秒数。

proactiveMatchResultSort
一致候補が Informatica Data Director アプリケーションに表示されるソート順を設定します。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 HotFix 1 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

MDM サポートツール
MDM サポートツールは、Hub コンソールのツールのコレクションです。このツールを使用して、設定情報の
収集、ユーザー設定の追跡、問題のレプリケート、システムのヘルスチェックの実行、および一致のシミュレ
ートを行います。
MDM サポートツールには、次のツールが含まれています。
Configuration Support Manager（CSM）ツール

Configuration Support Manager（CSM）ツールを使用すると、CSM レポートを生成できます。レポート
は、Hub サーバー、プロセスサーバー、およびデータベースサーバーから設定情報を収集し、問題のトラ
ブルシューティングに役立ちます。

新機能（10.2 HotFix 1）       33



ユーザー移行ツール
ユーザー移行ツールを使用すると、複数の MDM Hub ユーザーアカウントを作成または更新できます。ま
た、ユーザーアカウントとユーザーのロールへの割り当てを、MDM Hub 環境間で移行することもできま
す。

照合分析ツール
照合分析ツールは、MDM Hub のトークン化に関連する問題を評価します。このツールは、MDM Hub 環
境のヘルスチェックも提供します。

照合シミュレータツール
照合シミュレータツールは、MDM Hub の一致不足および一致過多シナリオをテストします。このツール
を使用すると、照合問題のトラブルシューティングに関係する手作業が軽減されます。

MDM Support ツールの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 HotFix 1
リソースキットガイド』を参照してください。

バッチマージ解除ジョブのパフォーマンスの最適化
マージ解除バッチジョブ時に、MDM Hub は子の外部キーレコードの BVT 計算を制限することによって、バッ
チジョブのパフォーマンスを最適化します。
以前は、大量の相互参照レコードと複数の子レコードを持つ基本オブジェクトのマージ解除バッチジョブによ
り、メモリ不足エラーメッセージが出されて失敗することがありました。

検索結果から 1 つのレコードをエクスポートするオプション
Informatica Data Director の検索結果ページから 1 つのレコードのみをエクスポートできるようにロールの特
権を設定できます。
低レベルのユーザーが一度に 1 つのレコードのみをエクスポートするように制限すると、データセット全体が
不注意でエクスポートされるのを防ぐことができます。1 つのレコードのエクスポートに特権を制限するには、
Hub コンソールの［セキュリティアクセスマネージャ］の［ロール］ツールを使用します。選択したロールに
対して特権 EXPORT_PROFILE/ExecuteSingleRow を有効にします。
以前は、選択した行とすべての行のいずれかのエクスポートを許可するようにロールの特権を設定できました。
ロールとユーザーの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 HotFix 1 設定
ガイド』を参照してください。

ビジネスエンティティサービスの改良点
次のビジネスエンティティサービスが追加され、保留中のマージタスクの管理に役立てることができます。
PendingMerge

BPM ワークフローで保留中のマージタスクを作成します。保留中のマージタスクから_MTCH レコードを
追加または削除します。保留中のマージタスクを更新するために使用します。

PromoteMerge
BPM ワークフローのタスクデータに基づいて、保留中のマージタスクを昇格させます。特定のインタラク
ション ID のすべての保留中のマージタスクを検索するために使用します。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 HotFix 1 ビジネスエンティティサ
ービスガイド』を参照してください。
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レガシー XML JMS メッセージのメッセージ ID
レガシー XML 形式の JMS メッセージには、MESSAGE_ID 属性が含まれています。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 HotFix 1 設定ガイド』を参照して
ください。

WebSphere アプリケーションサーバー V8.5.5 Fix Pack 11 のサポート
WebSphere アプリケーションサーバー V8.5.5 Fix Pack 11 に MDM Multidomain Edition をデプロイできま
す。

Informatica AddressDoctor バージョン 5.10
Informatica MDM Multidomain Edition は Informatica AddressDoctor バージョン 5.10 をサポートしていま
す。

インターネットプロトコルバージョン 6
Informatica MDM Multidomain Edition はインターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）をサポートしてい
ます。

変更（10.2 HotFix 1）
プロキシロール

バージョン 10.2 HotFix 1 から、作成するオペレーショナルリファレンスストアには、プロキシロールが含ま
れます。
以前は、プロキシロールは廃止されていました。要求に応じて、プロキシロールは使用が再開されました。

リソースキットから削除された Jaspersoft
バージョン 10.2 HotFix 1 から、Jaspersoft は、MDM Multidomain Edition リソースキットには含まれていま
せん。
ダッシュボードを Informatica Data Director に統合することを希望するお客様は、企業の最適なビジネスイ
ンテリジェンスツールを使用するか、Highcharts や他のチャートツールを使用することをお勧めします。
iFrame に埋め込むことができるレポートであれば、Informatica Data Director のスタートページまたはエン
ティティ 360 ページに埋め込むことができます。

［NULL の更新を許可する］プロパティ
バージョン 10.2 HotFix 1 では、ベストバージョンオブトゥルースを計算するすべてのプロセスが同じ方法で
NULL 値を処理します。以前は、プロセスによっては、ステージングテーブルの［NULL の更新を許可する］
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プロパティを無視して、ベースオブジェクトテーブルの［NULL 値を適用する］プロパティを使用するものが
ありました。
ソースシステムがカラムに NULL 値を提供すると、プロセスは、ステージングテーブルにあるそのカラムの

［NULL の更新を許可する］プロパティの設定を参照します。
• カラムで［NULL の更新を許可する］プロパティが有効の場合、プロセスは、ベースオブジェクトレコード

に NULL 値を書き込むことができます。
• カラムで［NULL の更新を許可する］プロパティが無効の場合、プロセスは、NULL 値の信頼をダウングレ

ードします。
• ステージングテーブルの［NULL の更新を許可する］プロパティの設定を解決できない場合、プロセスは、

ベースオブジェクトテーブルの［NULL 値を適用する］プロパティの設定を使用します。
［NULL の更新を許可する］プロパティの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョ

ン 10.2 HotFix 1 設定ガイド』を参照してください。

BeMDMWorkflow ActiveVOS プロジェクト
バージョン 10.2 HotFix 1 から、リソースキットの BeMDMWorkflow プロジェクトは、タスクインボックスの
フィルタリングに関する問題を解決するために変更されました。
以前は、リソースキットの BeMDMWorkflow プロジェクトによって、タスクインボックスのフィルタリングに
問題が発生しました。
以前のバージョンからアップグレードする場合は、アップグレード後に BeMDMWorkflow プロジェクトを再デ
プロイします。ワークフローをカスタマイズした場合は、ActiveVOS Designer を使用して、cs.wsdl ファイル
の TaskFilter 複合型内に次のコードを追加します。
<xsd:element minOccurs="0" name="overdueOnly" type="xsd:boolean" />
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.2 HotFix 1 アップグレードガイド』を参照して
ください。

プロセスサーバーの廃止されたプロパティ
バージョン 10.2 HotFix 1 では、プロセスサーバーの次のプロパティが廃止されています。

廃止されたプロパティ バージョン 10.2 HotFix 1 の動作の変更点
com.informatica.mdm.overrideNullable ソースシステムが NULL 値を提供した場合、最も信頼できる値をプ

ロセスが計算する方法を上書きできません。NULL 値を処理する際に
プロセスが使用する方法が変更されました。詳細については、

「［NULL の更新を許可する］プロパティ」  (ページ 35)を参照してくださ
い。

com.informatica.mdm.promoteNullable カラムに NULL 値を提供するソースシステムが複数のステージング
テーブルを持っている場合、プロセスは、すべてのステージングテ
ーブルの［NULL の更新を許可する］プロパティを無視します。代わ
りにプロセスは、ベースオブジェクトレコードの［NULL 値を適用す
る］プロパティの設定を使用します。

アップグレード後に、廃止されたプロパティがプロパティファイルに残っていても無視されます。廃止された
プロパティは、ファイルから削除しても問題ありません。
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第  4  章

新機能と変更点（10.2）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.2）, 37 ページ
• 変更点（10.2）, 44 ページ

新機能（10.2）
Informatica Data Director の Hub サーバーのプロパティ

cmxserver.properties ファイルに次のプロパティを追加して、Informatica Data Director を設定できます。
cmx.e360.match_xref.view.enabled

エンティティ 360 フレームワークの［一致するレコード］ビューと［相互参照］ビューを表示するかどう
かを決定します。true の場合は、エンティティ 360 フレームワークのビューが表示されます。false の場
合は、従来のビューが表示されます。インストール時のデフォルトは、true です。既存のソフトウェアの
アップグレード時のデフォルトは、false です。
注: エンティティ 360 フレームワークの［相互参照］ビューでは、ツリーマージ解除がサポートされます。
線形マージ解除のサポートが必要な場合は、引き続き従来の［相互参照］ビューを使用してください。

パスワードのハッシュ化
MDM Hub は、パスワードのハッシュ化方式を使用して、ユーザーのパスワードを保護します。MDM Hub マス
タデータベースには、ユーザーのパスワードがハッシュ化された形式で保存されています。MDM Hub へのロ
グイン時、ユーザーの要求は暗号化されますが、これには、パブリックキーとプライベートキーのペアが利用
されます。ユーザーを認証する際、MDM Hub は、ユーザーの要求を復号化し、その値とマスタデータベース
から取得したハッシュ値とを比較します。
ハッシュアルゴリズムでは、パスワード文字列とランダムに生成された複数の値が連結されます。 パスワード
のハッシュ化に使用されるデフォルトのアルゴリズムは、SHA3 です。ただし、カスタムハッシュアルゴリズ
ムを設定することもできます。ハッシュ実装クラスは、MDM Hub のインストール時に設定します。
cmxserver.properties ファイルの Hub サーバーのプロパティを通じて設定することもできます。
MDM Hub では、パスワードのハッシュ化が Blowfish 暗号化に代わって使用されています。
パスワードのハッシュ化の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 セキュ
リティガイド』および『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 設定ガイド』を参照してく
ださい。
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セキュリティ設定ユーティリティ
セキュリティ設定ユーティリティでは、MDM Hub 実装のセキュリティ設定のいくつかを管理できます。この
ユーティリティを使用すると、MDM Hub ユーザーのパスワードをリセットしたり、MDM Hub で使用されるハ
ッシュアルゴリズムを変更したり、証明書プロバイダを変更したりできます。また、ハッシュアルゴリズムの
作成に使用されるお客様のハッシュキーを更新することもできます。
セキュリティ設定ユーティリティを入手するには、Informatica グローバルカスタマサポートにお問い合わせ
ください。

プロビジョニングツールでの機能拡張
プロビジョニングツールのユーザーインターフェースが改良され、より使いやすくなりました。このユーザー
インターフェースには、複雑な XML 設定に代わって、シンプルなユーザー入力フィールドが組み込まれていま
す。
プロビジョニングツールの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 プロビ
ジョニングツールガイド』を参照してください。

レイアウトデザイナ
プロビジョニングツールのレイアウトデザイナを使用すると、Informatica Data Director のスタートページと
エンティティビューのレイアウトを設計できます。レイアウトを設計するには、レイアウトデザイナでレイア
ウトテンプレートを選択し、レイアウトに必要なコンポーネントをドラッグして編成します。
レイアウトデザイナの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 プロビジョ
ニングツールガイド』を参照してください。

DaaS プロバイダコンポーネント
DaaS プロバイダコンポーネントは、ビジネスエンティティに関する情報を外部データサービスで検索する場
合に使用します。サービスプロバイダとしてのサードパーティデータとの既存のリレーションが必要です。

Data as a Service プロバイダとの統合
サードパーティデータプロバイダからのデータを使用して、ビジネスエンティティデータを充実および拡張で
きます。MDM Hub と Data as a Service（DaaS）プロバイダを統合し、信頼性があり、正確かつ完全なデータ
にアクセスできます。
DaaS プロバイダとの統合を設定するには、プロビジョニングツールを使用します。DaaS プロバイダからのデ
ータを入力する、ビジネスエンティティフィールドを指定できます。
Informatica Data Director で、DaaS プロバイダコンポーネントを使用して、DaaS プロバイダにデータを要
求します。レコードを検索し、結果を比較し、ビジネスエンティティレコードに変換してマージするエンティ
ティを選択できます。
DaaS プロバイダとの統合を設定する方法の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージ
ョン 10.2 プロビジョニングツールガイド』を参照してください。
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多対多のリレーション
ビジネスエンティティ間で多対多のリレーションを設定するには、プロビジョニングツールを使用します。ビ
ジネスエンティティリレーションに関連付けられた属性をさらに追加することが可能です。
ビジネスエンティティのリレーションを追加、編集、および削除するには、Informatica Data Director の関連
レコードコンポーネントを使用します。
多対多のリレーションの設定方法の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン
10.2 プロビジョニングツールガイド』を参照してください。

ビジネスエンティティサービス用の外部コールアウト
ビジネスエンティティデータに対してカスタムロジック、検証、およびトランスフォーメーションを実行する
ように、ビジネスエンティティサービス用の外部コールアウトを設定できます。ビジネスエンティティサービ
スの特定のステップ用のコールアウトを設定できます。
外部コールアウトの設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 プロビ
ジョニングツールガイド』を参照してください。

［相互参照レコード］ビュー
［相互参照レコード］ビューは、ビジネスエンティティのベストバージョンオブトゥルースを確立する場合に使

用します。このビューは、エンティティ 360 フレームワークをベースに作成されています。
データスチュワードは、［相互参照レコード］ビューを使用して、すべての子エンティティを含む、ビジネスエ
ンティティ全体のリネージュを検査できます。また、子レコードのマージ解除もできるようになりました。こ
れにより、データスチュワードは、マスタレコードが確実にベストバージョンオブトゥルースを表すように調
整を行うことができます。
MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 をインストールした場合、このビューは、デフォルトで有効にな
ります。以前のバージョンからアップグレードした場合、このビューを有効にするには、
cmx.e360.match_xref.view.enabled プロパティ（cmxserver.properties ファイル内）を true に設定します。このビ
ューでは、ツリーマージ解除がサポートされています。線形マージ解除のサポートが必要な場合は、引き続き

［IDD XREF］ビューを使用してください。インストール時のこのプロパティのデフォルト設定は、true です。
既存のソフトウェアのアップグレード時のデフォルト設定は、false です。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 Informatica Data Director ユー
ザーガイド』を参照してください。

履歴ビュー
［履歴］ビューは、データに対する変更を時系列順に確認する場合に使用します。このビューは、エンティティ

360 フレームワークをベースに作成されています。
［履歴］ビューには、ビジネスエンティティの存続期間にわたってデータがどのように変化したかが時系列で表

示されます。ビジネスエンティティ内に存在した、任意の時点のデータを表示できます。データイベント前後
のデータを表示し、イベントによってデータが不適切に変更されていないかどうかを確認します。データイベ
ントとは、編集操作、マージ操作など、ビジネスエンティティのデータを変更する何らかのアクションです。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 Informatica Data Director ユー
ザーガイド』を参照してください。
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［一致するレコード］ビュー
［一致するレコード］ビューは、レコードの重複を識別して、解決する場合に使用します。このビューは、エン

ティティ 360 フレームワークをベースに作成されています。
デフォルトでは、［一致するレコード］ビューには、ターゲットビジネスエンティティのほかに、一致ルールを
満たしたビジネスエンティティが含まれます。一致ルールを満たさなかったビジネスエンティティを検索して、
ビューに追加することもできます。
類似するビジネスエンティティのルートレコードを比較し、重複していると思われるものを選択します。次に、
ビジネスエンティティの子レコードと子孫レコードを比較します。いずれかのレベルで兄弟レコードの重複が
見つかった場合は、そのレコードを選択して、マージプロセスに含めることができます。マージプロセスを開
始する前に、マージされるビジネスエンティティをプレビューできます。
注: 値を上書きする必要がある場合は、［相互参照レコード］ビューでビジネスエンティティを編集してくださ
い。［一致するレコード］ビューでは、上書きを行うことができません。
MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 をインストールした場合、このビューは、デフォルトで有効にな
ります。以前のバージョンからアップグレードした場合、このビューを有効にするには、
cmx.e360.match_xref.view.enabled プロパティ（cmxserver.properties ファイル内）を true に設定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 Informatica Data Director ユー
ザーガイド』を参照してください。

子孫レコードのマージカスケード
ビジネスエンティティモデルを使用する場合は、マージプロセスにより、子レコードと子孫レコードでマージ
カスケードが実行されます。
• ルートレベルでは、マージプロセスによってビジネスエンティティのルートレコードのデータがマージされ

ます。
• 子レベルで、親対子のリレーションが 1 対 1 のリレーションの場合、マージプロセスによって、兄弟の子レ

コードがマージされます。マージプロセスで子レコードを処理したら、同じマージストラテジを使用して各
レベルの子孫レコードをマージしようと試みます。

• いずれかのレベルで、親対子のリレーションが 1 対多のリレーションの場合は、［一致するレコード］ビュ
ーで兄弟レコードを選択して、マージできます。

マージされたビジネスエンティティには、マージされたルートレコード、マージされた兄弟レコード、および
マージされなかったすべての子レコードと子孫レコードが含まれます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 Informatica Data Director ユー
ザーガイド』のマージプロセスの説明を参照してください。

タイムラインビュー
［タイムライン］ビューを使用して、一定期間のデータに対する変更を表示します。［タイムライン］ビューは、

サブジェクト領域モデルからビジネスエンティティモデルにアップグレードしたお客様のみ使用できます。
［タイムライン］ビューの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 

Informatica Data Director ユーザーガイド』の「有効期間内のデータ変更イベントの調査」を参照してくださ
い。

DaaS 用のビジネスエンティティサービス
ビジネスエンティティサービスを使用すると、DaaS プロバイダのデータを要求したり、ビジネスエンティテ
ィレコードを作成したりできます。また、ビジネスエンティティデータをインポートしたり、ビジネスエンテ
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ィティデータに対する変更を更新したりもできます。ビジネスエンティティデータの読み取り、検索、インポ
ート、および更新を行うには、REST API を使用します。
DaaS 用の REST API の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 ビジネス
エンティティサービスガイド』を参照してください。

リレーション管理用のビジネスエンティティサービス
ビジネスエンティティサービスを使用すると、ビジネスエンティティのリレーションを管理できます。ビジネ
スエンティティ間のリレーションを作成、読み取り、更新、および削除するには、REST API を使用します。
リレーションを管理する REST API の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン
10.2 ビジネスエンティティサービスガイド』を参照してください。

ビジネスエンティティサービスの機能拡張
エンティティ 360 フレームワークをベースにした新しいビューの導入に伴い、ビジネスエンティティサービス
は、これらのビューと新しい機能をサポートするように強化されました。
次の表は、ビジネスエンティティサービスで改良された機能をまとめたものです。

ビジネスエンティティサ
ービス

要素および属性 要求 応答

MergeBE - MERGE 要素
- contentMetadata=MERGE
- contentMetadata=BVT

- 子孫レコードがマージす
る方法を制御する

- 子孫レコードをマージす
る方法を指定する

- マージで優先するレコー
ドを指定する

PreviewMergeBE - contentMetadata=[MERGE|
BVT]

- MERGE 要素
- 子孫レコードをいつ照合

するかを制御する

ReadBE - contentMetadata=BVT
- historyDate

- マージで優先するレコー
ドを指定する

- 履歴データを取得する日
付を指定する

- 指定した日付
のビジネスエ
ンティティデ
ータ

WriteBE - MATCH 要素
- MERGE 要素

- 子孫レコードをいつ照合
するかを制御する

- 子孫レコードをいつマー
ジするかを制御する

GetRelated - entityLabel
- relationshipLabel
- entityType
- relationshipType

- エンティティラベルでフ
ィルタ

- リレーションラベルでフ
ィルタ

- エンティティのカンマ区
切りリストでフィルタ

- リレーションのカンマ区
切りリストでフィルタ

- 設定したリレ
ーションと適
用したフィル
タに基づく、
指定されたル
ートレコード
の関連レコー
ドのリスト
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ビジネスエンティティサ
ービス

要素および属性 要求 応答

ListHistoryEvents - historyPeriod
- granularity

- データを取得する日付範
囲を指定する

- グループ履歴の詳細レベ
ルを指定する

- 指定した日付
のビジネスエ
ンティティデ
ータ

- 履歴イベント
のグループ

GetHistoryEventDetails - eventID - 履歴イベントの ID を指定
する

- 履歴イベント
の詳細

BVT バージョンの抽出
ベストバージョンオブトゥルースは、タイムラインが有効なベースオブジェクトの有効期間の範囲で取得でき
ます。MDM Hub コンソールのバッチビューアツールで「BVT バージョンの抽出」バッチジョブを実行するか、
または executeBatchExtractBVTVersions SIF API を実行します。
詳細については、『Multidomain MDM の設定ガイド』を参照してください。

未処理インデックスインジケータ
検索可能なフィールドのプロパティを更新すると、一部のインデックスが古くなり、未処理になる場合があり
ます。「スマート検索データの初期インデックス処理」バッチジョブを実行すると、古くなったインデックスを
クリーンアップできます。ノードで再インデックスが必要になると、MDM Hub コンソールのバッチビューア
ツールに、子ビジネスエンティティノードへの警告アイコンが表示されます。
警告アイコンの詳細については、『Multidomain MDM の設定ガイド』を参照してください。

検索結果のソート
［ビジネスエンティティの検索］REST Web サービスを使用すると、検索結果を複数のフィールドで昇順または

降順にソートできます。
［ビジネスエンティティの検索］REST Web サービスの詳細については、『Multidomain MDM のプロビジョニ

ングツールガイド』を参照してください。

WebSphere アプリケーションサーバー V8.5.5 Fix Pack 8 のサポート
WebSphere アプリケーションサーバー V8.5.5 Fix Pack 8 に MDM Multidomain Edition をデプロイできます。

Oracle GoldenGate 12 のサポート
Oracle GoldenGate バージョン 12.1.2.1 は、MDM Multidomain Edition とともに使用します。
Oracle 環境があって、9.0.1 または 9.1.0 からより新しいバージョンの MDM Multidomain Edition にアップグ
レードする場合は、Oracle GoldenGate ソフトウェアを更新する必要があります。詳細については、

『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 9.7.1 HotFix 7 Zero Downtime を使用したアップグレー
ドガイド』を参照してください。
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ActiveVOS データベース接続の詳細
埋め込み ActiveVOS をインストールまたはアップグレードするときに、ActiveVOS(R)データベース接続が検証
されます。
MDM Multidomain Edition のインストールまたはアップグレード中に、埋め込み ActiveVOS をインストール
またはアップグレードすると、ActiveVOS データベース接続の情報が build.properties ファイルに保存されま
す。
IBM DB2 環境では、アップグレード前に、ActiveVOS データベース接続プロパティを<MDM Hub installation 
directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/bin の build.properties ファイルに追加します。
次のサンプルは、サンプルエントリが含まれる ActiveVOS データベース接続プロパティを示しています。
activevos.db.type=db2activevos.db.server=localhostactivevos.db.port=50000activevos.db.user=AVOSactivevos.db.dbname=INFA102activevos.db.schemaname=AVOSactivevos.db.jdbc.url=jdbc:db2://localhost:50000/INFA102activevos.b4p.url=http://localhost:9080/active-bpel/services/AeB4PTaskClient-taskOperations

リソースキット
BESExternalCall フォルダには、ビジネスエンティティサービスのカスタムロジックと検証を実装するための
サンプル Java コードが含まれています。ビジネスエンティティ実行ロジックの特定のステップ用の外部コー
ルアウトを設定することが可能です。外部コールアウトを使用するには、bes-external-call.ear ファイルを作
成して、アプリケーションサーバーにデプロイする必要があります。
BESExternalCall フォルダには、サンプルの custom-logic-service.wsdl ファイルが含まれています。このファイ
ルには、外部コールアウト用の XML スキーマ定義（XSD）が記述されています。外部サービス、操作、メソッ
ドと、サービスメソッドが交換するデータ型を理解するには、WSDL ファイルを使用します。
BESExternalCall フォルダ内にある Ant のビルドファイル（build.xml）を使用して、bes-external-call.ear フ
ァイルを作成します。
外部 Web サービスの設定とデプロイの詳細については、『Multidomain MDM のプロビジョニングツールガイ
ド』および『Multidomain MDM ビジネスエンティティのサービスガイド』を参照してください。

マニュアル
この節では、バージョン 10.2 の MDM Multidomain Edition ドキュメントセットの重要な変更点について説明
します。
Informatica MDM Multidomain Edition インフラストラクチャ計画ガイド-新規

『Informatica MDM Multidomain Edition インフラストラクチャ計画ガイド』には、MDM Hub 環境のイ
ンフラストラクチャとアーキテクチャの計画に必要な情報が記載されています。また、インストールトポ
ロジの理解と決定に役立つ、インストールトポロジの例も記載されています。このガイドの対象読者は、
インフラストラクチャの計画者、マスタデータ管理ソリューションの設計者、およびビジネスマネージャ
です。

Informatica MDM Multidomain Edition Informatica Data Director ユーザーガイド-再構成
このガイドには、次の 2 つのバージョンがあります。
• 新規のお客様向けの『Informatica MDM Multidomain Edition Informatica Data Director ユーザーガ

イド』。このガイドには、エンティティ 360 フレームワークおよびビジネスエンティティデータモデル
をベースにしたビューに関する説明が記載されています。
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• 製品をアップグレードするお客様向けの『Informatica MDM Multidomain Edition Informatica Data 
Director ユーザーガイド（従来のビューの説明を含む）』。このガイドには、『Informatica MDM 
Multidomain Edition Informatica Data Director ユーザーガイド』のすべての内容に加えて、サブジ
ェクト領域データモデルをベースにした従来の IDD ビューに関する内容が記載されています。

Informatica MDM Multidomain Edition Informatica エンティティ 360 フレームワークガイド-廃止
『Informatica MDM Multidomain Edition Informatica エンティティ 360 フレームワークガイド』は廃止

されました。このガイドで説明されていた機能に関する情報は、『Informatica MDM Multidomain 
Edition プロビジョニングツールガイド』に記載されています。

Informatica プラットフォームログ
MDM Hub では、Informatica プラットフォームプロセスの設定ログメッセージを保存する informatica-mdm-
platform.log を生成します。
informatica-mdm-platform.log は次のディレクトリにあります。
<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/logs

変更点（10.2）
ライセンスファイル

バージョン 10.2 では、MDM Multidomain Edition のライセンスファイルが更新されました。
注: アップグレードする場合、MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 のソフトウェアを要求するときに、
最新のライセンスファイルを要求してください。

MDM Hub ユーザーの電子メールアドレス
バージョン 10.2 では、MDM Hub ユーザーは、有効な電子メールアドレスを指定する必要があります。以前
は、電子メールアドレスの指定は任意でした。
注: アップグレードを行う場合は、以前 Hub コンソールで作成したユーザーに有効な電子メールアドレスが関
連付けられていることを確認してください。
ユーザーの補足情報を編集する方法の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン
10.2 セキュリティガイド』を参照してください。

ソースシステムキーの保持
バージョン 10.2 では、ソースシステムキーを保持するオプションが有効な場合、初期データロードと次回以降
のすべてのデータロードでソースシステムキーが保持されます。
以前は、ソースシステムキーを保持するオプションが有効な場合、初期データロードのみでソースシステムキ
ーが保持されていました。
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メタデータキャッシュ
バージョン 10.2 では、MDM Hub は、Infinispan を使用してメタデータキャッシュを実行します。
以前は、MDM Hub は、JBoss Cache を使用してメタデータキャッシュを実行していました。

レイアウトエディタ
バージョン 10.2 では、プロビジョニングツールのレイアウトエディタが、レイアウトデザイナに置き換えられ
ています。
レイアウトデザイナの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 プロビジョ
ニングツールガイド』を参照してください。

マージ解除
バージョン 10.2 では、タスクをトリガするようにロールを設定し、同じロールでそのタスクを処理するように
設定すると、エラーが発生し、タスクが処理されません。

マージタスク
バージョン 10.2 から、新しい［一致するレコード］ビューは、ビジネスエンティティベースを使用するマージ
タスクを処理するために使用できます。
サブジェクト領域ベースの ActiveVOS ワークフローアダプタを使用する場合は、レガシーの［一致］ビューと
レガシーの［XREF］ビューを使用します。これらのレガシービューを使用してタスクを作成するには、
cmx.e360.match_xref.view.enabled を false に設定します。バージョン 10.2 にアップグレードすると、
cmx.e360.match_xref.view.enabled はデフォルトで false になります。
バージョン 10.2 より前に作成されたすべてのマージタスクは、cmx.e360.match_xref.view.enabled 設定に関係な
く、レガシーの［一致］ビューで開きます。エンティティ 360 フレームワークを有効にすると、バージョン
10.2 で作成されたマージタスクは、エンティティ 360 フレームワークの［一致するレコード］ビューで開きま
す。
バージョン 10.2 より前に作成されたすべてのマージタスクは、レガシーの［一致］ビューで開きます。エンテ
ィティ 360 フレームワークを有効にすると、バージョン 10.2 で作成されたマージタスクは、エンティティ 360
フレームワークの［一致するレコード］ビューで開きます。

トランスフォーメーション
バージョン 10.2 では、ビジネスエンティティのデータをクレンジング、標準化、検証するようにプラットフォ
ームトランスフォーメーションを設定できません。
以前は、ビジネスエンティティのデータをクレンジング、標準化、検証するようにプラットフォームトランス
フォーメーションを設定できました。
以前のバージョンからアップグレードする場合、設定済みのプラットフォームトランスフォーメーションを使
用するには、MDM Hub コンソールのクレンジング関数ツールで、IDQ ライブラリを追加します。これにより、
プラットフォームトランスフォーメーションの代わりに、ライブラリ内のクレンジング関数を使用できます。
IDQ ライブラリ内のクレンジング関数は、プラットフォームトランスフォーメーションに関連付けられた Web
サービスを呼び出すことができます。
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リソースキット
バージョン 10.2 では、カスタム Web サービスおよびワークフローを簡単に作成できるように、リソースキッ
ト内に次のファイルが追加されています。
• informatica-bpm-adapter.jar ファイルおよび siperian-server-pkiutil.jar ファイル。追加の SiperianClient ラ

イブラリクラスです。これらのファイルを使用して、MDM Hub と対話するカスタム Web サービスを作成
できます。

• avossdk.zip ファイル。このファイルには、ActiveVOS Orchestration プロジェクトと関連ライブラリが含ま
れています。MDM Hub のワークフローを作成する場合は、Orchestration プロジェクトを ActiveVOS 
Designer にインポートします。これにより、カスタムワークフローを実装できる、テンプレートワークフ
ロープロジェクトが作成されます。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.2 リソースキットガイド』を参照し
てください。

保留状態のビジネスエンティティ
バージョン 10.2 では、スマート検索を実行すると、その結果に保留状態のレコードを持つビジネスエンティテ
ィが含まれます。保留状態とは、以前行われた変更に対する確認と承認プロセスが進行中であることを意味し
ます。
IDD の検索結果では、ビジネスエンティティに保留中の変更がある場合は、その［説明］フィールドに［保留
中］というプレフィックスが付いています。保留中のビジネスエンティティをビューで開くと、そのビジネス
エンティティ名の近くに、保留中を示すアイコンが表示されます。保留状態のビジネスエンティティを更新す
ることはできません。

iPad および iPhone 用の MDM アプリの廃止
Informatica MDM Mobile Multidomain Edition for Apple(R)デバイス（MDM アプリとも呼ばれる）は、廃止
されました。デバイスが多様化する中で、お客様やパートナー様がモバイル MDM サイトまたはアプリを容易
に作成できるようにするために、Informatica では、HTML5、Angular.js、Bootstrap などの最新の Web 標準
に準拠した、応答性の良いインターフェースを開発しています。

ビジネスエンティティスキーマの生成
バージョン 10.2 では、プロビジョニングツールの［パブリッシュ］ボタンをクリックすると、ビジネスエンテ
ィティスキーマが生成されます。
以前は、［BES の生成］ボタンをクリックしてビジネスエンティティスキーマを生成してから、［パブリッシ
ュ］ボタンをクリックする必要がありました。
詳細については、『Multidomain MDM のプロビジョニングツールガイド』を参照してください。

プロキシロール
プロキシロールは、バージョン 10.2 ではサポートされていません。プロキシロールは、プロキシユーザーを設
定するために使用できる定義済みのロールです。プロキシロールには読み取り特権と実行特権があります。こ
れらの特権は変更できません。
プロキシロールが必要な場合は、10.2 EBF 2 または 3 を適用するか、10.2 HotFix 1 にアップグレードする必要
があります。

46       第 4 章: 新機能と変更点（10.2）



パート II: バージョン 10.1
この部には、以下の章があります。
• 新機能と改良点（10.1 HotFix 5）, 48 ページ
• 新機能と変更（10.1 HotFix 4）, 52 ページ
• 新機能と変更（10.1 HotFix 3）, 54 ページ
• 新機能と変更（10.1 HotFix 2）, 57 ページ
• 新機能と変更（10.1 HotFix 1）, 60 ページ
• 新機能と変更点（10.1）, 64 ページ
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第  5  章

新機能と改良点（10.1 HotFix 5）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.1 HotFix 5）, 48 ページ
• 変更内容（10.1 HotFix 5）, 50 ページ

新機能（10.1 HotFix 5）
ここでは、バージョン 10.1 HotFix 5 の新しい機能について説明します。

Informatica MDM Hub
ここでは、Informatica MDM Hub の新機能および改良点について説明します。

Hub サーバーとプロセスサーバーのグループ化
Hub サーバーとプロセスサーバーの論理グループを設定できます。一連の Hub サーバーとプロセスサーバー
をまとめてグループ化すると、サーバー間の通信がすべてグループ内にとどまります。Hub サーバーとプロセ
スサーバーをまとめてグループ化するには、MDM Hub 実装で各 Java 仮想マシンにグループ ID を割り当てま
す。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Installation Guide』と

『Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Upgrade Guide』を参照してください。

Informatica ActiveVOS バージョン 9.2.4.3
Informatica MDM バージョン 10.0.0 HotFix 5 では、Informatica ActiveVOS バージョン 9.2.4.3 がサポートさ
れています。

Hub サーバーのプロパティ
次の Hub サーバープロパティを使用して、MDM Hub の実行時の動作を制御できます。
cmxserver.properties ファイルの Hub サーバープロパティを設定します。
cmx.bes.write.alwaystokenize

デフォルトでは、MDM Hub は次のシナリオで更新されたレコードをトークン化しません。
• 完全一致カラムの親レコードまたは子レコードを更新する場合。
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• 親テーブルの完全一致カラムとして設定されている子カラムを更新する場合。
これらのシナリオで MDM Hub が更新されたレコードを常にトークン化するように指定するには、このプ
ロパティを true に設定します。デフォルトは false です。

cmx.server.selective.bvt.enabled
デフォルトでは、Put または Cleanse Put 呼び出しは、SIF 要求で指定されたフィールドのみを更新する
のではなく、レコード内のすべてのフィールドに BVT 計算を適用します。MDM Hub が SIF 要求の一部で
あるフィールドにのみ BVT 計算を適用するように指定するには、このプロパティを true に設定します。
デフォルトは false です。

com.informatica.mdm.message.queue.max.bytes.threshold
メッセージキューに送信されるメッセージの上限を作成できます。メッセージキューに送信されるメッセ
ージの最大サイズをバイト単位で指定するには、このプロパティを設定します。メッセージが指定された
サイズを超えた場合、メッセージは送信されず、メッセージのステータスは［失敗］に設定されます。

Hub サーバープロパティの設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン
10.0.0 HotFix 5 設定ガイド』を参照してください。

トークン化と一致ジョブのためのプロセスサーバーのプロパティ
多数のレコードに対して一致ジョブまたはトークン化 API 呼び出しがある場合に、MDM Hub がトークン化を
実行するように指定できます。多数のレコードの一致ジョブ中にトークン化を実行するように
cmx.server.stripDML.useDeleteInsertLock プロセスサーバープロパティを設定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 5 設定ガイド』を参照し
てください。

Informatica Data Director
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。

保存ハンドラのユーザーイグジットの機能拡張
保存ハンドラのユーザーイグジットでは、getChangedChildren メソッドを使用して、指定したベースオブジェク
ト内の変更または追加された子レコードまたは孫レコードを返すことができます。
ユーザーイグジットは、追加、削除、または更新されたすべてのレコードを返します。ユーザーイグジットに
よって返される変更のタイプを選択できます。例えば、削除された子レコードと更新された子レコードの組み
合わせを返すようにユーザーイグジットに要求することができます。

グローバルプロパティ
次のグローバルプロパティを使用して Informatica Data Director アプリケーションの実行時の動作を制御す
ることができます。
deleteMovedRelInExplorerView

階層マネージャのエクスプローラビューで新しいリレーションを作成するときに古いリレーションを削除
するかどうかを決定します。リレーションに終了日を指定するには、false に設定します。

enableSaveForPeriodDialogForHmRel
IDD で階層マネージャが有効なレコードを更新するときに表示される有効期間のダイアログボックスを有
効にします。有効期間のダイアログボックスを無効にするには、false に設定します。
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hideSystemColumnsInResult
検索結果にシステムカラムを表示するかどうかを指定します。IDD 検索結果でシステムカラムを非表示に
するには、true に設定します。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 5 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

日付形式の機能拡張
エンティティ 360 フレームワークでは、カレンダーで使用されるデフォルトの日付形式を変更できます。
デフォルトの日付形式を変更するには、テキストエディタを使用して、プロパティ DATE_TIME_LONG_FORMAT を含
む bundleE360.properties ファイルを作成します。次に、bundleE360.properties ファイルを以下の場所に追加しま
す。
<distribution directory>\hub\server\resources\entityE360
注: 存在しない場合は、entityE360 ディレクトリを作成します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Informatica Provisioning 
Tool Guide』を参照してください。

変更内容（10.1 HotFix 5）
ここでは、バージョン 10.1 HotFix 5 の変更内容について説明します。

プロキシロール
HotFix 5 から、作成するオペレーショナルリファレンスストアには、プロキシロールが含まれます。
以前は、プロキシロールは廃止されていました。要求に応じて、プロキシロールは使用が再開されました。

ユーザーイグジットの機能拡張
HotFix 5 では、階層マネージャのユーザーイグジットで有効期間を設定できます。
以前は、保存ハンドラのユーザーイグジットでのみ有効期間を設定できました。

ガイドへの変更
HotFix 5 で、Informatica(R) MDM Multidomain Edition ドキュメントセットのすべてのガイドには新しい
Informatica ブランドが反映され、更新された著作権ページがあります。
以下のガイドには、このリリースの新機能と変更された機能に関連するコンテンツが含まれます。
• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Release Notes
• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Release Guide
• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Installation Guide
• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Upgrade Guide
• Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 5 設定ガイド
• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Provisioning Tool Guide
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• Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 5 Informatica Data Director 実装ガイ
ド

• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Resource Kit Guide
ドキュメントセットの残りのガイドは以前のリリースから変更されず、バージョン番号が維持されています。
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第  6  章

新機能と変更（10.1 HotFix 4）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.1 HotFix 4）, 52 ページ
• 変更（10.1 HotFix 4）, 53 ページ

新機能（10.1 HotFix 4）
ここでは、バージョン 10.1 HotFix 4 の新しい機能について説明します。

Informatica MDM Hub
ここでは、Informatica MDM Hub の新機能および改良点について説明します。

バッチグループのジョブ履歴
Hub コンソールの［バッチグループ］ツールでは、バッチグループジョブログに対して処理する履歴の日数を
指定できます。デフォルトでは、バッチジョブのログはすべての履歴を考慮しますが、考慮する日数を減らす
ことができます。
バッチグループジョブログに対して処理する履歴の日数を指定するには、cmxserver.properties ファイルに
cmx.server.jobControl.noOfDays プロパティを設定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 4 設定ガイド』を参照し
てください。

Informatica Data Director
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。

グローバルプロパティ
次のグローバルプロパティを使用して Informatica Data Director アプリケーションの実行時の動作を制御す
ることができます。
CompositePagerTotalRecords

Informatica Data Director が大文字小文字を区別せずにソートする ActiveVOS タスクの最大数。デフォ
ルトでは、Informatica Data Director は ActiveVOS タスクケースをソートします。ソート対象が
CompositePagerTotalRecords の値よりも多い場合、大文字小文字を区別するソートはデータベース依存です。
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データベースが Microsoft SQL Server である場合、ソートは大文字小文字を区別します。データベースが
Oracle または IBM DB2 の場合、ソートは大文字小文字を区別します。

convert2DigitYearTo4Digit
2 桁の年のエントリを 4 桁の年のエントリに調整できるようにします。

expandDropDownListShowFullValue
ルックアップレコードの［検索］タブでドロップダウンリストを展開できるようにします。

qrytaskidfromprocessidtotalretry
Informatica Data Director が ActiveVOS タスクの再ロードを試行する回数。

qrytaskidfromprocessidwaitintrvlmillis
Informatica Data Director が ActiveVOS タスクの再ロードを試行するまでに待機するミリ秒数。

proactiveMatchResultSort
一致候補が Informatica Data Director アプリケーションに表示されるソート順を設定します。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 4 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

履歴ビューの改良点
レコードへの次のフィールドの追加により、履歴ビューのユーザビリティが向上しました。
最終更新日

レコードが最後に更新された日付が表示されます。
更新者

レコードを更新したユーザーの名前が表示されます。

［開始］ワークスペースの拡張
タスクの優先順位を付けるために、［開始］ワークスペースには、タスクが作成された日付を表示する［作成
日］カラムがあります。［開始］ワークスペースには、タスクの現在の所有者を表示する［所有者］カラムもあ
ります。

変更（10.1 HotFix 4）
バージョン 10.1 HotFix 4 の他の変更はありません。
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第  7  章

新機能と変更（10.1 HotFix 3）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.1 HotFix 3）, 54 ページ
• 変更（10.1 HotFix 3）, 55 ページ

新機能（10.1 HotFix 3）
ここでは、バージョン 10.1 HotFix 3 の新しい機能について説明します。

Informatica MDM Hub
ここでは、Informatica MDM Hub の新機能および改良点について説明します。

タイムライン抽出ジョブ
タイムライン抽出ジョブは、拒否されたレコードの履歴を保持できます。タイムライン抽出ジョブを実行する
と、MDM Hub は拒否されたレコードを拒否テーブルに送信します。拒否されたレコードを処理するには、タ
イムライン抽出ジョブを再度実行します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 HotFix 3 設定ガイド』の「タイム
ライン抽出の使用」を参照してください。

クラウドデプロイメント用の Hub サーバープロパティ
クラウドデプロイメントで MDM Hub コンソールを起動する、Java ネットワーク起動プロトコル（JNLP）フ
ァイルで使用する通信プロトコルを指定できます。通信プロトコルを指定するには、
cmx.appserver.jnlp.protocol Hub サーバープロパティを設定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 HotFix 3 設定ガイド』を参照して
ください。

Informatica Data Director
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。
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言語表示
Informatica Data Director は、［その他のアクション］メニューにカスタムアクション名がローカライズされ
た言語で表示されるように設定できます。カスタムアクション名をローカライズするには、カスタムアクショ
ン名とローカライズされた値のペアを国際化メッセージバンドルに追加します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 HotFix 3 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

グローバルプロパティ
次のグローバルプロパティを使用して Informatica Data Director アプリケーションの実行時の動作を制御す
ることができます。
bulkexportloadsize

Microsoft Excel ファイルにデータをエクスポートするときの、各スレッドのロードの最大サイズを設定し
ます。

exportusingmultithread
Microsoft Excel ファイルにデータをエクスポートするためのマルチスレッドを有効にします。

enableCreateBEMenuGrouping
ビジネスエンティティの［作成］メニューのサブジェクト領域に基づいて論理グループを定義できるかど
うかを指定します。このプロパティは、多数のサブジェクト領域がある場合に必要です。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 HotFix 3 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

複数のタスクアクションのサポート
ActiveVOS ワークフローは、確認者が［タスク］タブを閉じずにタスクに対して複数のアクションを実行でき
るように設定できます。［タスク］タブを閉じずに複数のアクションをサポートする各タスクアクションに対し
て、closeTaskViewproperty を false に設定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 HotFix 3 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

変更（10.1 HotFix 3）
ここでは、バージョン 10.1 HotFix 3 の変更内容について説明します。

BeMDMWorkflow ActiveVOS プロジェクト
バージョン 10.1 HotFix 3 から、リソースキットの BeMDMWorkflow プロジェクトは、タスクインボックスの
フィルタリングに関する問題を解決するために変更されました。
以前は、リソースキットの BeMDMWorkflow プロジェクトによって、タスクインボックスのフィルタリングに
問題が発生しました。
以前のバージョンからアップグレードする場合は、アップグレード後に BeMDMWorkflow プロジェクトを再デ
プロイします。ワークフローをカスタマイズした場合は、ActiveVOS Designer を使用して、cs.wsdl ファイル
の TaskFilter 複合型内に次のコードを追加します。
<xsd:element minOccurs="0" name="overdueOnly" type="xsd:boolean" />
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詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.1 HotFix 3 アップグレードガイド』を参照して
ください。
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第  8  章

新機能と変更（10.1 HotFix 2）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.1 HotFix 2）, 57 ページ
• 変更（10.1 HotFix 2）, 58 ページ

新機能（10.1 HotFix 2）
ここでは、バージョン 10.1 HotFix 2 の新しい機能について説明します。

Informatica MDM Hub
ここでは、Informatica MDM Hub の新機能および改良点について説明します。

物理削除の検出用のプライマリキーカラムの指定
複数のソースカラムからの値を連結して一意のプライマリキーを作成するときは、物理削除の検出（HDD）プ
ロセスによって、関数への入力が参照され、すべての入力ソースカラムが監視されます。この動作は、物理削
除の検出リポジトリテーブルで監視するカラムをリストすることにより、オーバーライドできるようになりま
した。
例えば、多くの入力を持つカスタム関数を作成します。カスタム関数内では、ソースカラムの一部は、一意の
プライマリキーを作成する連結関数への入力です。その他のソースカラムは、カスタム関数を変更せずにパス
スルーします。HDD プロセスは、カスタム関数内で何が実行されているかを認識できません。したがって、
HDD プロセスは、カスタム関数へのすべての入力を監視します。HDD プロセスには、プライマリキーに寄与
するソースカラムのみを監視させることができます。
HDD プロセスをプライマリキーに寄与するソースカラムのサブセットに集中させるには、
C_REPOS_EXT_HARD_DEL_DETECT リポジトリテーブルを設定します。HDD_LANDING_PKEY_COLUMNS
カラムを追加し、カラム名のカンマ区切りのリストを挿入します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 HotFix 2 設定ガイド』の「物理削
除の検出用のプライマリキーカラムの指定」を参照してください。

Informatica Data Director
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。
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検索クエリ
検索クエリを作成して、サブジェクト領域の一部ではないパッケージカラムを含めることができます。検索結
果には、クエリの作成に使用するすべてのパッケージカラムを表示できます。

変更（10.1 HotFix 2）
ここでは、バージョン 10.1 HotFix 2 の変更内容について説明します。

［NULL の更新を許可する］プロパティ
バージョン 10.1 HotFix 2 では、ベストバージョンオブトゥルースを計算するすべてのプロセスが同じ方法で
NULL 値を処理します。以前は、プロセスによっては、ステージングテーブルの［NULL の更新を許可する］
プロパティを無視して、ベースオブジェクトテーブルの［NULL 値を適用する］プロパティを使用するものが
ありました。
ソースシステムがカラムに NULL 値を提供すると、プロセスは、ステージングテーブルにあるそのカラムの

［NULL の更新を許可する］プロパティの設定を参照します。
• カラムで［NULL の更新を許可する］プロパティが有効の場合、プロセスは、ベースオブジェクトレコード

に NULL 値を書き込むことができます。
• カラムで［NULL の更新を許可する］プロパティが無効の場合、プロセスは、NULL 値の信頼をダウングレ

ードします。
• ステージングテーブルの［NULL の更新を許可する］プロパティの設定を解決できない場合、プロセスは、

ベースオブジェクトテーブルの［NULL 値を適用する］プロパティの設定を使用します。
［NULL の更新を許可する］プロパティの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョ

ン 10.1 HotFix 2 設定ガイド』を参照してください。

廃止されたプロパティ
バージョン 10.1 HotFix 2 では、Hub サーバーの次のプロパティが廃止されています。

廃止されたプロパティ バージョン 10.1 HotFix 2 の動作の変更点
cmx.server.batch.load.analyze_threshold_rate このバージョンには相当するものはありません。
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バージョン 10.1 HotFix 2 では、プロセスサーバーの次のプロパティが廃止されています。

廃止されたプロパティ バージョン 10.1 HotFix 2 の動作の変更点
com.informatica.mdm.overrideNullable ソースシステムが NULL 値を提供した場合、最も信頼できる値をプ

ロセスが計算する方法を上書きできません。NULL 値を処理する際に
プロセスが使用する方法が変更されました。詳細については、

「［NULL の更新を許可する］プロパティ」  (ページ 58)を参照してくださ
い。

com.informatica.mdm.promoteNullable カラムに NULL 値を提供するソースシステムが複数のステージング
テーブルを持っている場合、プロセスは、すべてのステージングテ
ーブルの［NULL の更新を許可する］プロパティを無視します。代わ
りにプロセスは、ベースオブジェクトレコードの［NULL 値を適用す
る］プロパティの設定を使用します。

アップグレード後に、廃止されたプロパティがプロパティファイルに残っていても無視されます。廃止された
プロパティは、ファイルから削除しても問題ありません。

Hub 状態インジケータが PUT 可能でない
バージョン 10.1 HF2 では、システムカラム HUB_STATE_IND を PUT 可能として設定することはできません。
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第  9  章

新機能と変更（10.1 HotFix 1）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.1 HotFix 1）, 60 ページ
• 変更内容（10.1 HotFix 1）, 62 ページ

新機能（10.1 HotFix 1）
ここでは、バージョン 10.1 HotFix 1 の新しい機能について説明します。

Informatica MDM Hub
ここでは、Informatica MDM Hub の新機能および改良点について説明します。

ビジネスエンティティの読み取りサービスおよび一覧表示サービスの機能拡張
バージョン 10.1 HotFix 1 では、ビジネスエンティティの読み取りサービスを使用してルートレコードの詳細
を取得する場合、子要素のソート順を指定できます。ビジネスエンティティの一覧表示サービスを使用してル
ックアップ値を取得する場合、ソート順を指定できます。
ソート順を指定するには、order パラメータを使用します。
order パラメータの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.1 HotFix 1 ビジネスエンテ
ィティサービスガイド』を参照してください。

ビジネスエンティティのサービス応答のリンクを非表示にするオプション
バージョン 10.1 HotFix 1 では、ビジネスエンティティの読み取りサービスおよび検索サービスの応答で親子
リンクを非表示にできます。応答のリンクを非表示にするには、suppressLinks パラメータを使用します。
suppressLinks パラメータの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.1 HotFix 1 ビジネス
エンティティサービスガイド』を参照してください。

［NULL の更新を許可する］プロパティ
バージョン 10.1 HotFix 1 では、提供されるステージングテーブルで［NULL の更新を許可する］プロパティの
値が混在している場合、［NULL の更新を許可する］プロパティをロードプロセスが設定する方法を変更できま
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す。同じソースシステムを持つ複数のステージングテーブルの場合、［NULL の更新を許可する］プロパティを
ロードプロセスが設定する方法を管理することもできます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 HotFix 1 設定ガイド』の「［NULL
の更新を許可する］プロパティの動作のカスタマイズ」を参照してください。

Informatica Data Director
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。

グローバルプロパティ
バージョン 10.1 HotFix 1 では、Informatica Data Director アプリケーションの実行時の動作を、次のグロー
バルプロパティで制御することができます。
showShadowColumns

相互参照ビューにシャドーカラムを表示するかどうかを指定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 HotFix 1 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

ユーザー認証とパスワード暗号化
バージョン 10.1 HotFix 1 では、Informatica Data Director の URL の認証を設定できます。認証が有効な場
合、ユーザーがログインすると、そのユーザー名とパスワードが Informatica Data Director の URL の一部と
して渡されます。ユーザー名とパスワードを暗号化形式で渡すように Informatica Data Director を設定する
こともできます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 HotFix 1 Informatica Data 
Director 実装ガイド』および『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 HotFix 1 設定ガイド』
を参照してください。

エンティティビューの機能拡張
次の機能拡張の追加により、エンティティビューのユーザビリティが向上しました。
• エンティティのルートレコードを含むセクションを縮小表示できます。
• フィールドをクリックして編集モードに切り替えることができます。
• 子レコードを含むセクションで、テーブルビュー内の場合にカラムをソートできます。

子レコードのテーブルビュー
バージョン 10.1 HotFix 1 では、子レコードおよび孫レコードのテーブルビューに表示するカラムの数を指定
できます。
デフォルトでは、テーブルビューには、最大 20 個のカラムと 5 個の非表示カラムが含まれます。
C_REPOS_DS_PREF_DETAIL の tableMaxColumns パラメータを設定して、グローバルなデフォルト値を変更で
きます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 HotFix 1 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。
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カスタムビュー
バージョン 10.1 HotFix 1 では、エンティティ 360 フレームワークでカスタムビューを作成して、ビジネスユ
ーザーに役立つマスターデータのビューを表示することができます。カスタムビューを設定するには、プロビ
ジョニングツールのレイアウトエディタを使用してビューレイアウトを設定し、そのカスタムビューをビュー
メニューに追加します。
カスタムビューの設定に関する詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 
HotFix 1 プロビジョニングツールガイド』を参照してください。

変更内容（10.1 HotFix 1）
ここでは、バージョン 10.1 HotFix 1 の変更内容について説明します。

SAM 特権
バージョン 10.1 HotFix 1 で、［新規］ドロップダウンメニューを IDD で表示するには、関連するベースオブジ
ェクトのサブジェクト領域に作成特権を割り当てる必要があります。特権を割り当てるには、Hub コンソール
のセキュリティアクセスマネージャを使用します。
以前は、［新規］ドロップダウンメニューを IDD で表示するには、関連するベースオブジェクトのサブジェク
ト領域に読み取り特権のみを割り当てる必要がありました。

ギャップを埋める
バージョン 10.1 HotFix 1 では、タイムラインが有効なベースオブジェクトについて、Hub コンソールで［ギ
ャップを埋める］プロパティを有効にできます。このベースオブジェクトのプロパティを関連するステージン
グテーブルに設定します。以前は、関連するステージングテーブルの C_REPOS_TABLE によってのみ、［ギャ
ップを埋める］プロパティを有効にできました。

ソースシステムキーの保持
バージョン 10.1 HotFix 1 では、ソースシステムキーを保持するオプションが有効な場合、初期データロード
と次回以降のすべてのデータロードでソースシステムキーが保持されます。
以前は、ソースシステムキーを保持するオプションが有効な場合、初期データロードのみでソースシステムキ
ーが保持されていました。

INFA_MDM.zip ファイルの削除
バージョン 10.1 HotFix 1 では、廃止されたファイルである INFA_MDM.zip が削除されました。
MDMWorkflow.zip ファイルには現在の ActiveVOS ワークフローが含まれます。

タスクマネージャの機能拡張
バージョン 10.1 HotFix 1 では、カラムデータを読みやすくするために、タスクマネージャ内でタスクインボ
ックスがブラウザウィンドウの幅まで広がります。タスクを確認する場合、確認パネルがタスクインボックス
の下に開きます。以前は、パネルが並んで表示されました。
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マージタスクの機能拡張
バージョン 10.1 HotFix 1 では、［マージのプレビュー］のレコードをマージすると、マージの確認が表示され
ます。以前は、空白のページが表示されました。

一致ビューの機能拡張
バージョン 10.1 HotFix 1 では、一致ビューで［一致した行を表示］チェックボックスを選択すると、一致し
た属性を持つ行を強調表示できます。以前は、行は強調表示されませんでした。

ビジネスエンティティスキーマ
バージョン 10.1 HotFix 1 では、ソートされた検索結果のパジネーションをサポートするようにビジネスエン
ティティスキーマが更新されました。アップグレード後はビジネスエンティティスキーマを再生成する必要が
あります。
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第  1 0  章

新機能と変更点（10.1）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.1）, 64 ページ
• 変更内容（10.1）, 70 ページ

新機能（10.1）
ここでは、バージョン 10.1 の新しい機能について説明します。

プロビジョニングツール
プロビジョニングツールは、ビジネスエンティティモデルを作成し、エンティティ 360 フレームワークを設定
するためのツールです。ビジネスエンティティモデルを作成するには、ルートノードを作成し、ノード間のリ
レーションを確立する必要があります。このリレーションは、Hub コンソールを使用して定義した外部キー制
約に基づきます。ビジネスエンティティモデルを作成してノードを設定したら、MDM Hub に設定をパブリッ
シュできます。
技術者はプロビジョニングツールを使用して次のタスクを実行できます。
• グラフィックユーザーインタフェースを使用してビジネスエンティティモデルを設定する。XML エディタ

が提供されるため、ビジネスエンティティに関連するすべての構成について直接 XML ファイルを設定でき
ます。

• グラフィックユーザーインタフェースを使用して各ノードのプロパティを設定する。たとえば、検索プロパ
ティと表示名を設定できます。

• XML 構成ファイルを MDM Hub にパブリッシュする。リポジトリマネージャによって構成とレポートにエ
ラーがないか検証されます。BLOB ファイルを手動でリポジトリテーブルにアップロードする必要はありま
せん。

Informatica MDM Multidomain Edition の技術者はプロビジョニングツールを使用して次のアクティビティを
実行できます。
• ビジネスエンティティモデルを作成する。カスタムユーザーインタフェースを使用する実装のみが対象で

す。Informatica Data Director（IDD）にビジネスエンティティを実装する場合は、ビジネスエンティティ
モデルを作成できません。

• 参照エンティティを作成する。カスタムユーザーインタフェースを使用する実装のみが対象です。
Informatica Data Director にビジネスエンティティを実装する場合は、参照エンティティを作成できませ
ん。

• ビジネスエンティティノードを設定する。
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• ビジネスエンティティモデルの各ノードの検索プロパティを設定する。
• 次の構成の XML ファイルを生成する。

- REST サービス
- 書き込みビジネスエンティティサービス
- 検索

• エンティティ 360 フレームワーク構成の XML ファイルを設定する。
• BPM タスクの XML ファイルを設定する。
• ビジネスエンティティビューおよびトランスフォーメーションサービスの XML ファイルを設定する。
• 構成ファイルを MDM Hub にパブリッシュする。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 プロビジョニングツールガイド』
を参照してください。

設定ツールを使用する場合
環境に基づいて、異なるセットの設定ツールを使用します。
次の表に、環境のタイプと使用するツールを示します。

環境 説明 ツール
Informatica MDM MDM コンポーネントを使用する。Informatica Data 

Director やビジネスエンティティサービスは使用しま
せん。

Hub コンソール

Informatica MDM と
Informatica Data 
Director

MDM コンポーネントを使用する。ビジネスユーザー
向けの標準ユーザーインタフェースを作成する場合
は、Informatica Data Director も使用します。
注: このオプションは、カスタムタブやユーザーイグ
ジットなど、既存の IDD アプリケーションの動作を維
持するユーザーをアップグレードするためにサポート
されます。

1. Hub コンソール
2. IDD Configuration 

Manager

Informatica MDM と
Informatica Data 
Director、およびエ
ンティティ 360 フレ
ームワーク

MDM コンポーネントを使用する。エンティティ 360
フレームワークが有効な Informatica Data Director も
使用します。

1. Hub コンソール
2. IDD Configuration 

Manager
3. プロビジョニングツー

ル
Informatica MDM と
ビジネスエンティテ
ィサービス

MDM コンポーネントを使用する。カスタムアプリケ
ーションから MDM Hub を呼び出すには、ビジネスエ
ンティティサービスも使用します。

1. Hub コンソール
2. プロビジョニングツー

ル

Informatica Data Director のバージョン間の差異
以前のバージョンの Informatica Data Director（IDD）では、データはサブジェクト領域を中心に構成され、
サブジェクト領域グループに集計されていました。IDD は、サブジェクト領域定義を使用して、オペレーショ
ナル参照ストア（ORS）内の各外部キーリレーションをどう扱うかを決定していました。
最新バージョンの IDD では、データはビジネスエンティティを中心に構成されます。ビジネスエンティティ
は、組織にとって意味がある、どのようなものにでもできます。たとえば、組織で「Person」というビジネス
エンティティタイプを定義できます。顧客 John Smith は、［Person］タイプのビジネスエンティティになり
ます。MDM Hub Store では、ビジネスエンティティはベースオブジェクトテーブルのレコードに対応します。
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次の表に、サブジェクト領域を使用するか、ビジネスエンティティを使用するかによる IDD のバージョン間の
差異のいくつかを示します。

サブジェクト領域を使用する IDD ビジネスエンティティを使用する IDD
サブジェクト領域の深度は 3 レベルに制限
される

ビジネスエンティティの深度は無制限

なし エンティティ 360 フレームワーク
IDD 構成ファイルによるカスタムワークス
ペース

エンティティ 360 フレームワークで使用可能なカスタム［開
始］ワークスペース

静的ルックアップがサポートされる ルックアップは参照エンティティによってサポートされる
ユーザーイグジットがサポートされる サーバー側のクレンジングと検証
マスタデータのインポート マスタデータのインポートはバージョン 10.1.0 では使用不可

ビジネスエンティティビューおよびトランスフォーメーション
ビジネスエンティティビューを使用して、ビジネスエンティティのデータを、ユーザーに適した複数の形式で
ユーザーに公開できます。ビジネスエンティティビューでは、低レベルのビジネスエンティティとユーザーイ
ンタフェースの関連ビューを分離できます。ビジネスエンティティをビジネスエンティティビューに変換でき、
また、ビジネスエンティティビューをビジネスエンティティに戻すこともできます。
ビジネスエンティティビュー XML を使用してビジネスエンティティビューを定義したり、トランスフォーメー
ション構成 XML を使用してビジネスエンティティからビジネスエンティティビューへのトランスフォーメーシ
ョン（およびその逆）を定義したりできます。プロビジョニングツールを使用して、ビジネスエンティティビ
ューとトランスフォーメーション構成 XML を手動で定義できます。
ビジネスエンティティビューおよびトランスフォーメーションの詳細については、『Informatica MDM 
Multidomain Edition バージョン 10.1 プロビジョニングツールガイド』を参照してください。

REST API ビジネスエンティティサービス呼び出し
1 つの REST API ビジネスエンティティサービス要求でさまざまな深度の複数の子ブランチを操作できます。
次の URL サンプルは、REST API 読み取り要求を実行して行 ID 1242 の Person レコード、Address 子ブラン
チから住所の詳細、Email 子ブランチから電子メールレコードを取得する方法を示しています。
http://localhost:8080/cmx/cs/localhost-ORCL-DS_UI1/Person/1242?children=Address/Address_Details_1,Email
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 ビジネスエンティティサービスガ
イド』を参照してください。

リソースキット
データベースパフォーマンステストユーティリティを実行して、MDM Hub のデータベースパフォーマンスを
テストできます。データベーステストユーティリティはリソースキットに含まれています。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 リソースキットガイド』を参照し
てください。
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トークン化と一致プロセスのための Hub サーバーのプロパティ
次のプロパティを cmxserver.properties ファイルに追加して、トークン化と一致プロセスを設定できます。
cmx.server.strp_clean.execution_mode

一致キーテーブルに対するバックグラウンドクリーンアッププロセスの操作の範囲を設定します。
cmx.server.strp_clean.ors

バックグラウンドクリーンアッププロセスを実行して、無効な一致トークンを削除する必要があるオペレ
ーショナル参照ストアの名前を指定します。

cmx.server.strp_clean.strp
バックグラウンドクリーンアッププロセスを実行して、一致キーテーブルをクリーンアップする必要があ
るオペレーショナル参照ストアとベースオブジェクトの組み合わせを指定します。

cmx.server.strp_clean.delete_records_count
一致キーテーブルからクリーンアップするレコードの数を指定します。

cmx.server.strp_clean.retry_sec
一致キーテーブル内にある無効な一致トークンを含むレコードを MDM Hub が検索する時間を、秒単位で
指定します。

cmx.server.strp_clean.threads_count
一致キーテーブル内にある無効な一致トークンを含むレコードを MDM Hub が検索するときに使用するス
レッドの数を指定します。

詳細については、『Multidomain MDM の設定ガイド』を参照してください。

トークン化と一致プロセスのためのプロセスサーバーのプロパティ
次のプロパティを cmxcleanse.properties ファイルに追加して、トークン化と一致プロセスを設定できます。
cmx.server.stripDML.blockSize

各ブロックで MDM Hub が処理するレコードの数を設定します。
cmx.server.stripDML.noOfThreadsForDelete

MDM Hub が一致キーテーブルからレコードを削除するために使用するスレッドの数を指定します。
cmx.server.stripDML.noOfThreadsForInsert

MDM Hub が一致キーテーブルにレコードを挿入するために使用するスレッドの数を指定します。
cmx.server.stripDML.noOfThreadsForUpdate

MDM Hub が一致キーテーブルのレコードを更新するために使用するスレッドの数を指定します。
cmx.server.stripDML.useUpdate

一致トークンを削除するのではなく［無効］としてマークする必要があるかどうかを指定します。
詳細については、『Multidomain MDM の設定ガイド』を参照してください。

Informatica Data Director の新機能
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。
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Informatica Data Director での［データ］ワークスペースの非表示
Informatica Data Director（IDD）アプリケーションでエンティティ 360 フレームワークを有効にすると、
IDD ユーザーは［データ］ワークスペースではなくエンティティワークスペースからマスタデータを編集およ
び管理します。すべての IDD アプリケーションの［データ］ワークスペースと関連するユーザーインタフェー
ス要素を非表示にすることで、IDD ユーザーの混乱を抑えることができます。ワークスペースを非表示にする
には、cmx.dataview.enabled を cmxserver.properties ファイル内に設定します。
新しいインストールでは、［データ］ワークスペースはデフォルトで非表示になっています。アップグレード時
に cmx.dataview.enabled プロパティが指定されていなかった場合は、［データ］ワークスペースが表示されます。
このプロパティが指定されていた場合、IDD アプリケーションは引き続きアップグレード前の設定を優先しま
す。詳細については、『Multidomain MDM の設定ガイド』の「Hub サーバーのプロパティ」を参照してくださ
い。

ワイルドカード検索
アスタリスクワイルドカード文字（*）を検索文字列に使用してワイルドカード検索を実行できます。ワイルド
カード文字は、検索文字列の末尾または中間に使用します。例えば、「John」を検索する場合は、「Jo*」また
は「J*n」と指定できます。

検索文字列の提案
入力した文字列に基づいて検索文字列を提案するスマート検索を設定できます。提案された値のいずれかを検
索文字列として選択できます。
検索文字列を提案するスマート検索の設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 設定
ガイド』を参照してください。

［開始］ワークスペースの Jaspersoft レポート
ビジネスインテリジェンスツールの Jaspersoft を使用してレポートを開発および分析している場合、IDD のエ
ンティティ 360 フレームワークにレポートを表示できます。Jaspersoft レポートを表示するように［開始］ワ
ークスペースを設定できます。
Jaspersoft レポート設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 プロビ
ジョニングツールガイド』を参照してください。

関連タスク
タスクマネージャのインボックスの［関連タスク］コンポーネントには、選択したタスクの関連タスクが表示
されます。
注: 関連タスクには、BE-ActiveVOS アダプタで作成されたタスクのみが表示されます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 プロビジョニングツールガイド』
を参照してください。

グローバルプロパティ
Informatica Data Director アプリケーションの実行時の動作を、次のグローバルプロパティで制御することが
できます。
maxXrefSearchReturnCount

Informatica Data Director の検索要求で返される相互参照レコードの最大数を指定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 Informatica Data Director 実装
ガイド』を参照してください。
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Zero Downtime を使用したアップグレード
Informatica MDM ソフトウェアをアップグレードする必要がある一方で、関係者が MDM Hub ストアのマスタ
データに中断なくアクセスする必要がある場合に、Zero Downtime の機能を使用できます。プライマリ Hub
ストアがソフトウェア更新のためにオフラインの間、セカンダリ複製 Hub ストアで変更したデータを保存し、
マスタデータへの要求に応答します。
注: Informatica MDM ではデータベースレプリケーションに Oracle GoldenGate を使用します。
Zero Downtime は、IBM DB2 データベースまたは Oracle Database 内にある Hub ストアでサポートされま
す。
• IBM DB2。 詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition for IBM DB2 バージョン 10.1 Zero 

Downtime インストールガイド』を参照してください。
• Oracle。詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition for Oracle バージョン 10.1 Zero 

Downtime インストールガイド』を参照してください。

ActiveVOS タスク移行スクリプト
移行スクリプトを実行して 10.1 より前の ActiveVOS タスクに正しいプレゼンテーションパラメータを入力で
きます。MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 より前に作成された ActiveVOS タスクを使用するには、
定期的に移行スクリプトを実行します。移行スクリプトを実行しないと、タスクがタスクマネージャに表示さ
れません。バージョン 10.1 にアップグレードする前に作成されたすべてのタスクが処理されるまで、定期的に
移行スクリプトを実行します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 アップグレードガイド』を参照し
てください。

［提案元］REST API
［提案元］REST API を使用して、データベースに存在するデータに基づいて検索文字列の関連用語のリストを

返すことができます。API を使用して、ユーザーインタフェースフィールドに入力された文字を受け入れ、入
力内容をオートコンプリートする提案を返します。

［提案元］REST API の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Editio バージョン 10.1 ビジネスエ
ンティティサービスガイド』を参照してください。

［ビジネスエンティティの検索］REST API の機能拡張
［ビジネスエンティティの検索］API を使用して、検索可能なルートビジネスエンティティおよびすべての子レ

コードのインデックスされた値に対してフィールド検索を実行できます。ファセットとフィルタを使用して検
索結果のサブセットを表示できるようになりました。

［ビジネスエンティティの検索］REST API の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バー
ジョン 10.1 ビジネスエンティティサービスガイド』を参照してください。

IBM DB2 用の予約キーワード
IBM DB2 環境で、予約キーワード MDMNODE および MDMALIAS がデータベース作成に使用されます。IBM 
DB2 環境ではこれらの語をカラム名に使用できません。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.1 設定ガイド』を参照してくださ
い。
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変更内容（10.1）
このセクションでは、バージョン 10.1 における変更点について説明します。

Informatica LLC
2015 年 8 月から、すべての Informatica 製品およびマニュアルの「Informatica Corporation」という用語が

「Informatica LLC」に置き換わりました。現在の製品またはマニュアルの「Informatica Corporation」とい
う用語は、「Informatica LLC」と読み替える必要があります。

用語の変更
このリリースでは、一部の用語が変更されました。
次の表に、以前の用語と新しい用語の一覧を示します。

以前の用語 新しい用語
複合オブジェクト ビジネスエンティティ
複合サービス ビジネスエンティティサービス
エンティティ 360 エンティティ 360 フレームワーク
エンティティ 360 表示 エンティティビュー
360 表示 エンティティビュー

プロセスサーバーと Hub サーバー間の保護された接続
Hub コンソールでプロセスサーバーを設定するときに、Hub サーバーとの保護された接続を有効にするように
プロパティを設定できます。保護された接続を有効にするには、［プロセスサーバーの追加/編集］ダイアログ
ボックスで、［保護された接続を有効にする（HTTPS）］を選択します。
以前のリリースでは、保護された接続を設定するために C_REPOS_CLEANSE_MATCH_SERVER テーブルで

［セキュア］フィールドを 1 に設定する必要がありました。

トークン化プロセス
バージョン 10.1.0 では、ベースオブジェクトレコードが［未処理］とマークされると、MDM Hub が一致トー
クンを生成または更新します。
ベースオブジェクトレコードは、次の条件のすべてを満たすと［未処理］とマークされます。
• 更新がベースオブジェクトの一致カラムに影響を与える。
• 更新後の一致カラムのベストバージョン オブ トゥルース（BVT）が以前の値と異なる。
これまで、ベースオブジェクトレコードは、更新されると常に［未処理］とマークされていました。
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検索可能なフィールドのプロパティ
バージョン 10.1.0 では、プロビジョニングツールを使用して検索可能なフィールドのプロパティを設定できま
す。
これまでは、変更リストを使用するか、C_REPOS_CO_CS_CONFIG リポジトリデータベーステーブルを手動
で更新していました。

Informatica Data Director の変更点
ここでは、Informatica Data Director の変更点について説明します。

メニューの変更点
エンティティ 360 フレームワークの導入に伴い、ヘッダ-のメニュー項目が変更されました。
バージョン 10.0 から、［新規］メニューの名前が［新しい SA］に変更され、［新しい BE］という名前の別のメ
ニューが追加されました。バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、これらのメニューの名前が変更されわかりやすく
なりました。
次の表では、メニューの変更点をまとめています。

バージョ
ン 10.0 よ
り前のメ
ニュー

バージョン
10.0 のメ
ニュー

バージョン
10.0.0 HotFix 3
のメニュー

説明

なし 新しい BE 作成 エンティティビューにビジネスエンティティを作成する。
新規 新しい SA データビューで

作成
データビューのサブジェクト領域にレコードを作成する。
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、データビューが非表示の
場合、このメニューも非表示になります。代わりに［作成］
メニューを使用してください。

クエリ クエリ クエリ データビューの検索機能を使用する。バージョン 10.0.0 
HotFix 3 では、データビューが非表示の場合、このメニュー
も非表示になります。代わりに［検索］ボックスを使用し
てください。
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エンティティビューのナビゲーションメニュー
バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、エンティティビューでビジネスエンティティを表示すると、左側にナビゲー
ションメニューが表示されます。ナビゲーションメニューのセクション名をクリックして、エンティティビュ
ーのそのセクションまでスクロールします。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director ユーザーガイド』の「ビジネスエンティティの追加」を参照してください。

エンティティビューのセクションのフォームビュー
バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、エンティティビューでビジネスエンティを表示すると、ルートレコードがビ
ューの上部、その子レコードがルートレコードの下のセクションに表示されます。ルートレコードはフォーム
ビューに表示されます。セクションでは、子レコードのビューをテーブルビューまたはフォームビューに切り
替えることができます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director ユーザーガイド』の「ビジネスエンティティの追加」を参照してください。

階層キャンバス
バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、有効な階層キャンバスでは、ノードテキストは切り捨てられるのではなく、
次の行に折り返されます。
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サービス URL
バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、Informatica Data Director が SIF 呼び出しのために生成するサービス URL
の形式を指定できます。
サービス URL を指定するには、cmxserver.properties ファイルに次のテキストを追加します。
referer.url=http://<local host: ローカルホスト>:<port number: ポート番号>
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

複数一致インデックス
バージョン 9.7.1 の HotFix で導入された複数一致インデックス機能は、バージョン 10.0.0 以降ではサポート
されません。

スキーマの変更の検証
バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、Hub コンソールでスキーマを変更すると（ベースオブジェクトへのカラム
の追加など）、メタデータの検証で警告が生成されます。スキーマに変更を加えるたびにダミーのメタデータの
検証が行われ、C_REPOS_MET_VALID_RESULT テーブルにエントリが追加されます。

Hub サーバーの廃止されたプロパティ
このリリースでは、Hub サーバーのいくつかのプロパティが使用されません。廃止されたプロパティがアップ
グレード後に cmxserver.properties ファイル内に残っている場合、それらのプロパティは無視されます。それら
のプロパティはファイルから安全に削除できます。
次のプロパティが廃止されます。

プロパティ 置き換え
activevos.merge.workflow.operation.name なし
activeos.workflow.basicSecure ActiveVOS のセキュリティはアプリケーションサーバーレベ

ルで処理されます。信頼されたユーザーによって、ActiveVOS
と MDM Hub が安全に相互作用できるようにします。

cmx.idd.data_import_enabled なし
solr.allNodesAliveSleepTimeout なし
teamworks.merge.workflow.guid なし
zk.allNodesAliveRetries なし

変更内容（10.1）       73



パート III: バージョン 10.0.0
この部には、以下の章があります。
• 新機能と変更（10.0.0 HotFix 5）, 75 ページ
• 新機能と改良点（10.0.0 HotFix 4）, 79 ページ
• 新機能と改良点（10.0.0 HotFix 3）, 81 ページ
• 新機能と改良点（10.0.0 HotFix 2）, 96 ページ
• 新機能、変更点、リリースタスク（10.0.0 HotFix 1）, 109 ページ
• 新機能、変更点、リリースタスク（10.0.0）, 112 ページ
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第  1 1  章

新機能と変更（10.0.0 HotFix 5）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.0.0 HotFix 5）, 75 ページ
• 変更内容（10.0.0 HotFix 5）, 77 ページ

新機能（10.0.0 HotFix 5）
ここでは、バージョン 10.0.0 HotFix 5 の新しい機能について説明します。

Informatica MDM Hub
ここでは、Informatica MDM Hub の新機能および改良点について説明します。

Hub サーバーとプロセスサーバーのグループ化
Hub サーバーとプロセスサーバーの論理グループを設定できます。一連の Hub サーバーとプロセスサーバー
をまとめてグループ化すると、サーバー間の通信がすべてグループ内にとどまります。Hub サーバーとプロセ
スサーバーをまとめてグループ化するには、MDM Hub 実装で各 Java 仮想マシンにグループ ID を割り当てま
す。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Installation Guide』と

『Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Upgrade Guide』を参照してください。

Informatica ActiveVOS バージョン 9.2.4.3
Informatica MDM バージョン 10.0.0 HotFix 5 では、Informatica ActiveVOS バージョン 9.2.4.3 がサポートさ
れています。

Hub サーバーのプロパティ
次の Hub サーバープロパティを使用して、MDM Hub の実行時の動作を制御できます。
cmxserver.properties ファイルの Hub サーバープロパティを設定します。
cmx.bes.write.alwaystokenize

デフォルトでは、MDM Hub は次のシナリオで更新されたレコードをトークン化しません。
• 完全一致カラムの親レコードまたは子レコードを更新する場合。
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• 親テーブルの完全一致カラムとして設定されている子カラムを更新する場合。
これらのシナリオで MDM Hub が更新されたレコードを常にトークン化するように指定するには、このプ
ロパティを true に設定します。デフォルトは false です。

cmx.server.selective.bvt.enabled
デフォルトでは、Put または Cleanse Put 呼び出しは、SIF 要求で指定されたフィールドのみを更新する
のではなく、レコード内のすべてのフィールドに BVT 計算を適用します。MDM Hub が SIF 要求の一部で
あるフィールドにのみ BVT 計算を適用するように指定するには、このプロパティを true に設定します。
デフォルトは false です。

com.informatica.mdm.message.queue.max.bytes.threshold
メッセージキューに送信されるメッセージの上限を作成できます。メッセージキューに送信されるメッセ
ージの最大サイズをバイト単位で指定するには、このプロパティを設定します。メッセージが指定された
サイズを超えた場合、メッセージは送信されず、メッセージのステータスは［失敗］に設定されます。

Hub サーバープロパティの設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン
10.0.0 HotFix 5 設定ガイド』を参照してください。

トークン化と一致ジョブのためのプロセスサーバーのプロパティ
多数のレコードに対して一致ジョブまたはトークン化 API 呼び出しがある場合に、MDM Hub がトークン化を
実行するように指定できます。多数のレコードの一致ジョブ中にトークン化を実行するように
cmx.server.stripDML.useDeleteInsertLock プロセスサーバープロパティを設定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 5 設定ガイド』を参照し
てください。

Informatica Data Director
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。

保存ハンドラのユーザーイグジットの機能拡張
保存ハンドラのユーザーイグジットでは、getChangedChildren メソッドを使用して、指定したベースオブジェク
ト内の変更または追加された子レコードまたは孫レコードを返すことができます。
ユーザーイグジットは、追加、削除、または更新されたすべてのレコードを返します。ユーザーイグジットに
よって返される変更のタイプを選択できます。例えば、削除された子レコードと更新された子レコードの組み
合わせを返すようにユーザーイグジットに要求することができます。

グローバルプロパティ
次のグローバルプロパティを使用して Informatica Data Director アプリケーションの実行時の動作を制御す
ることができます。
deleteMovedRelInExplorerView

階層マネージャのエクスプローラビューで新しいリレーションを作成するときに古いリレーションを削除
するかどうかを決定します。リレーションに終了日を指定するには、false に設定します。

enableSaveForPeriodDialogForHmRel
IDD で階層マネージャが有効なレコードを更新するときに表示される有効期間のダイアログボックスを有
効にします。有効期間のダイアログボックスを無効にするには、false に設定します。
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hideSystemColumnsInResult
検索結果にシステムカラムを表示するかどうかを指定します。IDD 検索結果でシステムカラムを非表示に
するには、true に設定します。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 5 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

日付形式の機能拡張
エンティティ 360 フレームワークでは、カレンダーで使用されるデフォルトの日付形式を変更できます。
デフォルトの日付形式を変更するには、テキストエディタを使用して、プロパティ DATE_TIME_LONG_FORMAT を含
む bundleE360.properties ファイルを作成します。次に、bundleE360.properties ファイルを以下の場所に追加しま
す。
<distribution directory>\hub\server\resources\entityE360
注: 存在しない場合は、entityE360 ディレクトリを作成します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Informatica Provisioning 
Tool Guide』を参照してください。

変更内容（10.0.0 HotFix 5）
ここでは、バージョン 10.0.0 HotFix 5 の変更内容について説明します。

プロキシロール
HotFix 5 から、作成するオペレーショナルリファレンスストアには、プロキシロールが含まれます。
以前は、プロキシロールは廃止されていました。要求に応じて、プロキシロールは使用が再開されました。

ユーザーイグジットの機能拡張
HotFix 5 では、階層マネージャのユーザーイグジットで有効期間を設定できます。
以前は、保存ハンドラのユーザーイグジットでのみ有効期間を設定できました。

ガイドへの変更
HotFix 5 で、Informatica(R) MDM Multidomain Edition ドキュメントセットのすべてのガイドには新しい
Informatica ブランドが反映され、更新された著作権ページがあります。
以下のガイドには、このリリースの新機能と変更された機能に関連するコンテンツが含まれます。
• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Release Notes
• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Release Guide
• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Installation Guide
• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Upgrade Guide
• Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 5 設定ガイド
• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Provisioning Tool Guide
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• Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 5 Informatica Data Director 実装ガイ
ド

• Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 5 Resource Kit Guide
ドキュメントセットの残りのガイドは以前のリリースから変更されず、バージョン番号が維持されています。
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第  1 2  章

新機能と改良点（10.0.0 HotFix 4）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.0.0 HotFix 4）, 79 ページ
• 変更内容（10.0.0 HotFix 4）, 80 ページ

新機能（10.0.0 HotFix 4）
ここでは、バージョン 10.0.0 HotFix 4 の新しい機能について説明します。

Informatica MDM Hub
ここでは、Informatica MDM Hub の新機能および改良点について説明します。

バッチグループのジョブ履歴
Hub コンソールの［バッチグループ］ツールでは、バッチグループジョブログに対して処理する履歴の日数を
指定できます。デフォルトでは、バッチジョブのログはすべての履歴を考慮しますが、考慮する日数を減らす
ことができます。
バッチグループジョブログに対して処理する履歴の日数を指定するには、cmxserver.properties ファイルに
cmx.server.jobControl.noOfDays プロパティを設定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 4 設定ガイド』を参照し
てください。

Informatica Data Director
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。

グローバルプロパティ
次のグローバルプロパティを使用して Informatica Data Director アプリケーションの実行時の動作を制御す
ることができます。
CompositePagerTotalRecords

Informatica Data Director が大文字小文字を区別せずにソートする ActiveVOS タスクの最大数。デフォ
ルトでは、Informatica Data Director は ActiveVOS タスクケースをソートします。ソート対象が
CompositePagerTotalRecords の値よりも多い場合、大文字小文字を区別するソートはデータベース依存です。
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データベースが Microsoft SQL Server である場合、ソートは大文字小文字を区別します。データベースが
Oracle または IBM DB2 の場合、ソートは大文字小文字を区別します。

convert2DigitYearTo4Digit
2 桁の年のエントリを 4 桁の年のエントリに調整できるようにします。

expandDropDownListShowFullValue
ルックアップレコードの［検索］タブでドロップダウンリストを展開できるようにします。

qrytaskidfromprocessidtotalretry
Informatica Data Director が ActiveVOS タスクの再ロードを試行する回数。

qrytaskidfromprocessidwaitintrvlmillis
Informatica Data Director が ActiveVOS タスクの再ロードを試行するまでに待機するミリ秒数。

proactiveMatchResultSort
一致候補が Informatica Data Director アプリケーションに表示されるソート順を設定します。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 4 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

履歴ビューの改良点
レコードへの次のフィールドの追加により、履歴ビューのユーザビリティが向上しました。
最終更新日

レコードが最後に更新された日付が表示されます。
更新者

レコードを更新したユーザーの名前が表示されます。

［開始］ワークスペースの拡張
タスクの優先順位を付けるために、［開始］ワークスペースには、タスクが作成された日付を表示する［作成
日］カラムがあります。［開始］ワークスペースには、タスクの現在の所有者を表示する［所有者］カラムもあ
ります。

変更内容（10.0.0 HotFix 4）
バージョン 10.0.0 HotFix 4 の他の変更はありません。
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第  1 3  章

新機能と改良点（10.0.0 HotFix 3）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.0.0 HotFix 3）, 81 ページ
• 変更内容（10.0.0 HotFix 3）, 89 ページ

新機能（10.0.0 HotFix 3）
ここでは、バージョン 10.0.0 HotFix 3 の新しい機能について説明します。

Informatica MDM Hub
ここでは、Informatica MDM Hub の新機能および改良点について説明します。

タイムライン抽出ジョブ
タイムライン抽出ジョブは、拒否されたレコードの履歴を保持できます。タイムライン抽出ジョブを実行する
と、MDM Hub は拒否されたレコードを拒否テーブルに送信します。拒否されたレコードを処理するには、タ
イムライン抽出ジョブを再度実行します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 設定ガイド』の「タイ
ムライン抽出の使用」を参照してください。

クラウドデプロイメント用の Hub サーバープロパティ
クラウドデプロイメントで MDM Hub コンソールを起動する、Java ネットワーク起動プロトコル（JNLP）フ
ァイルで使用する通信プロトコルを指定できます。通信プロトコルを指定するには、
cmx.appserver.jnlp.protocol Hub サーバープロパティを設定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 設定ガイド』を参照し
てください。

物理削除の検出用のプライマリキーカラムの指定
複数のソースカラムからの値を連結して一意のプライマリキーを作成するときは、物理削除の検出（HDD）プ
ロセスによって、関数への入力が参照され、すべての入力ソースカラムが監視されます。この動作は、物理削
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除の検出リポジトリテーブルで監視するカラムをリストすることにより、オーバーライドできるようになりま
した。
例えば、多くの入力を持つカスタム関数を作成します。カスタム関数内では、ソースカラムの一部は、一意の
プライマリキーを作成する連結関数への入力です。その他のソースカラムは、カスタム関数を変更せずにパス
スルーします。HDD プロセスは、カスタム関数内で何が実行されているかを認識できません。したがって、
HDD プロセスは、カスタム関数へのすべての入力を監視します。HDD プロセスには、プライマリキーに寄与
するソースカラムのみを監視させることができます。
HDD プロセスをプライマリキーに寄与するソースカラムのサブセットに集中させるには、
C_REPOS_EXT_HARD_DEL_DETECT リポジトリテーブルを設定します。HDD_LANDING_PKEY_COLUMNS
カラムを追加し、カラム名のカンマ区切りのリストを挿入します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 設定ガイド』の「物理
削除の検出用のプライマリキーカラムの指定」を参照してください。

ビジネスエンティティの読み取りサービスおよび一覧表示サービスの機能拡張
ビジネスエンティティの読み取りサービスを使用してルートレコードの詳細を取得する場合、子要素のソート
順を指定できます。ビジネスエンティティの一覧表示サービスを使用してルックアップ値を取得する場合、ソ
ート順を指定できます。
ソート順を指定するには、order パラメータを使用します。
order パラメータの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 ビ
ジネスエンティティサービスガイド』を参照してください。

ビジネスエンティティのサービス応答のリンクを非表示にするオプション
ビジネスエンティティの読み取りサービスおよび検索サービスの応答で親子リンクを非表示にできます。応答
のリンクを非表示にするには、suppressLinks パラメータを使用します。
suppressLinks パラメータの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 
HotFix 3 ビジネスエンティティサービスガイド』を参照してください。

［NULL の更新を許可する］プロパティ
提供されるステージングテーブルで［NULL の更新を許可する］プロパティの値が混在している場合、［NULL
の更新を許可する］プロパティをロードプロセスが設定する方法を変更できます。同じソースシステムを持つ
複数のステージングテーブルの場合、［NULL の更新を許可する］プロパティをロードプロセスが設定する方法
を管理することもできます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 設定ガイド』の

「［NULL の更新を許可する］プロパティの動作のカスタマイズ」を参照してください。

リソースキット
データベースパフォーマンステストユーティリティを実行して、MDM Hub のデータベースパフォーマンスを
テストできます。データベーステストユーティリティはリソースキットに含まれています。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 3 Resource Kit Guide』を
参照してください。
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トークン化と一致プロセスのための Hub サーバーのプロパティ
次のプロパティを cmxserver.properties ファイルに追加して、トークン化と一致プロセスを設定できます。
cmx.server.strp_clean.execution_mode

一致キーテーブルのバックグラウンドクリーンアッププロセスの操作範囲を設定します。
cmx.server.strp_clean.ors

無効な一致トークンを削除するために、バックグラウンドクリーンアッププロセスを実行する必要がある
オペレーショナル参照ストアの名前を指定します。

cmx.server.strp_clean.strp
一致キーテーブルをクリーンアップするために、バックグラウンドクリーンアッププロセスを実行する必
要があるオペレーショナル参照ストアとベースオブジェクトの組み合わせを指定します。

cmx.server.strp_clean.delete_records_count
一致キーテーブルからクリーンアップするレコード数を指定します。

cmx.server.strp_clean.retry_sec
MDM Hub が、一致キーテーブルで無効な一致トークンがあるレコードを検索する時間（秒）を指定しま
す。

cmx.server.strp_clean.threads_count
MDM Hub が、一致キーテーブルで無効な一致トークンがあるレコードを検索するときに使用するスレッ
ド数を指定します。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 設定ガイド』を参照し
てください。

トークン化と一致プロセスのためのプロセスサーバーのプロパティ
次のプロパティを cmxcleanse.properties ファイルに追加して、トークン化と一致プロセスを設定できます。
cmx.server.stripDML.blockSize

各ブロックで MDM Hub が処理するレコードの数を設定します。
cmx.server.stripDML.noOfThreadsForDelete

MDM Hub が一致キーテーブルからレコードを削除するために使用するスレッド数を指定します。
cmx.server.stripDML.noOfThreadsForInsert

MDM Hub が一致キーテーブルにレコードを挿入するために使用するスレッドの数を指定します。
cmx.server.stripDML.noOfThreadsForUpdate

MDM Hub が一致キーテーブルのレコードを更新するために使用するスレッドの数を指定します。
cmx.server.stripDML.useUpdate

一致トークンを削除するのではなく［無効］としてマークする必要があるかどうかを指定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 設定ガイド』を参照し
てください。
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［提案元］REST API
［提案元］REST API を使用して、データベースに存在するデータに基づいて検索文字列の関連用語のリストを

返すことができます。API を使用して、ユーザーインタフェースフィールドに入力された文字を受け入れ、入
力内容をオートコンプリートする提案を返します。

［提案元］REST API の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3
ビジネスエンティティサービスガイド』を参照してください。

［ビジネスエンティティの検索］REST API の機能拡張
［ビジネスエンティティの検索］API を使用して、検索可能なルートビジネスエンティティおよびすべての子レ

コードのインデックスされた値に対してフィールド検索を実行できます。ファセットとフィルタを使用して検
索結果のサブセットを表示できるようになりました。

［ビジネスエンティティの検索］REST API の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バー
ジョン 10.0.0 HotFix 3 ビジネスエンティティサービスガイド』を参照してください。

IBM DB2 用の予約キーワード
IBM DB2 環境で、予約キーワード MDMNODE および MDMALIAS がデータベース作成に使用されます。IBM 
DB2 環境ではこれらの語をカラム名に使用できません。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 設定ガイド』を参照し
てください。

プロビジョニングツール
プロビジョニングツールは、ビジネスエンティティモデルを作成し、エンティティ 360 フレームワークを設定
するためのツールです。ビジネスエンティティモデルを作成するには、ルートノードを作成し、ノード間にリ
レーションを確立します。このリレーションは、Hub コンソールを使用して定義する外部キー制約に基づいて
います。ビジネスエンティティモデルを作成してノードを設定したら、MDM Hub に設定をパブリッシュでき
ます。
技術者はプロビジョニングツールを使用して次のタスクを実行できます。
• グラフィックユーザーインタフェースを使用して、ビジネスエンティティモデルを設定します。XML エデ

ィタが提供されているため、ビジネスエンティティに関連するすべての設定について、XML ファイルを直
接設定できます。

• グラフィックユーザーインタフェースを使用して各ノードのプロパティを設定する。たとえば、検索プロパ
ティと表示名を設定できます。

• XML 構成ファイルを MDM Hub にパブリッシュする。リポジトリマネージャによって設定が検証され、エ
ラーがあった場合には報告されます。BLOB ファイルをリポジトリテーブルに手動でアップロードする必要
はありません。

Informatica MDM Multidomain Edition の技術者はプロビジョニングツールを使用して次のアクティビティを
実行できます。
• ビジネスエンティティモデルを作成する。カスタムユーザーインタフェースを使用する実装のみが対象で

す。Informatica Data Director（IDD）でビジネスエンティティを実装している場合はビジネスエンティテ
ィモデルを作成できません。

• 参照エンティティを作成する。カスタムユーザーインタフェースを使用する実装のみが対象です。
Informatica Data Director でビジネスエンティティを実装している場合は参照エンティティを作成できま
せん。

• ビジネスエンティティノードを設定する。
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• ビジネスエンティティモデルの各ノードの検索プロパティを設定する。
• 次の設定のために XML ファイルを生成する。

- REST サービス
- 書き込みビジネスエンティティサービス
- 検索

• エンティティ 360 フレームワークの設定用の XML ファイルを設定する。
• BPM タスクの XML ファイルを設定する。
• ビジネスエンティティビューとトランスフォーメーションサービス用の XML サービスを設定する。
• 構成ファイルを MDM Hub へパブリッシュする。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 プロビジョニングツー
ルガイド』を参照してください。

設定ツールを使用する場合
環境に基づいて、異なるセットの設定ツールを使用します。
次の表に、環境のタイプと使用するツールを示します。

環境 説明 ツール
Informatica MDM MDM コンポーネントを使用する。Informatica Data 

Director やビジネスエンティティサービスは使用しま
せん。

Hub コンソール

Informatica MDM と
Informatica Data 
Director

MDM コンポーネントを使用する。ビジネスユーザー
向けの標準ユーザーインタフェースを作成する場合
は、Informatica Data Director も使用します。
注: このオプションは、カスタムタブやユーザーイグ
ジットなど、既存の IDD アプリケーションの動作を維
持するユーザーをアップグレードするためにサポート
されます。

1. Hub コンソール
2. IDD Configuration 

Manager

Informatica MDM と
Informatica Data 
Director、およびエ
ンティティ 360 フレ
ームワーク

MDM コンポーネントを使用する。エンティティ 360
フレームワークが有効な Informatica Data Director も
使用します。

1. Hub コンソール
2. IDD Configuration 

Manager
3. プロビジョニングツー

ル
Informatica MDM と
ビジネスエンティテ
ィサービス

MDM コンポーネントを使用する。カスタムアプリケ
ーションから MDM Hub を呼び出すには、ビジネスエ
ンティティサービスも使用します。

1. Hub コンソール
2. プロビジョニングツー

ル

Informatica Data Director
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。
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Informatica Data Director のバージョン間の差異
以前のバージョンの Informatica Data Director（IDD）では、データはサブジェクト領域を中心に構成され、
サブジェクト領域グループに集計されていました。IDD は、サブジェクト領域定義を使用して、オペレーショ
ナル参照ストア（ORS）内の各外部キーリレーションをどう扱うかを決定していました。
最新バージョンの IDD では、データはビジネスエンティティを中心に構成されます。ビジネスエンティティ
は、組織にとって意味がある、どのようなものにでもできます。たとえば、組織で「Person」というビジネス
エンティティタイプを定義できます。顧客 John Smith は、［Person］タイプのビジネスエンティティになり
ます。MDM Hub Store では、ビジネスエンティティはベースオブジェクトテーブルのレコードに対応します。
次の表に、サブジェクト領域を使用するか、ビジネスエンティティを使用するかによる IDD のバージョン間の
差異のいくつかを示します。

サブジェクト領域を使用する IDD ビジネスエンティティを使用する IDD
サブジェクト領域の深度は 3 レベルに制限
される

ビジネスエンティティの深度は無制限

なし エンティティ 360 フレームワーク
IDD 構成ファイルによるカスタムワークス
ペース

エンティティ 360 フレームワークで使用可能なカスタム［開
始］ワークスペース

静的ルックアップがサポートされる ルックアップは参照エンティティによってサポートされる
ユーザーイグジットがサポートされる サーバー側のクレンジングと検証
マスタデータのインポート マスタデータのインポートはバージョン 10.0.0 HotFix 3 では

使用不可

ビジネスエンティティビューおよびトランスフォーメーション
ビジネスエンティティビューを使用して、ビジネスエンティティのデータを、ユーザーに適した複数の形式で
ユーザーに公開できます。ビジネスエンティティビューにより、低レベルのビジネスエンティティとユーザー
インタフェース関連のビューを分離できます。ビジネスエンティティをビジネスエンティティビューに変換で
き、また、ビジネスエンティティビューをビジネスエンティティに戻すこともできます。
ビジネスエンティティビュー XML を使用してビジネスエンティティビューを定義したり、トランスフォーメー
ション構成 XML を使用してビジネスエンティティからビジネスエンティティビューへのトランスフォーメーシ
ョン（およびその逆）を定義したりできます。プロビジョニングツールを使用して、ビジネスエンティティビ
ューとトランスフォーメーション構成 XML を手動で定義できます。
ビジネスエンティティビューおよびトランスフォーメーションの詳細については、『Informatica MDM 
Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 プロビジョニングツールガイド』を参照してください。

REST API ビジネスエンティティサービス呼び出し
1 つの REST API ビジネスエンティティサービス要求でさまざまな深度の複数の子ブランチを操作できます。
次の URL サンプルは、REST API 読み取り要求を実行して行 ID 1242 の Person レコード、Address 子ブラン
チから住所の詳細、Email 子ブランチから電子メールレコードを取得する方法を示しています。
http://localhost:8080/cmx/cs/localhost-ORCL-DS_UI1/Person/1242?children=Address/Address_Details_1,Email
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 ビジネスエンティティ
サービスガイド』を参照してください。
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複数のタスクアクションのサポート
ActiveVOS ワークフローは、確認者が［タスク］タブを閉じずにタスクに対して複数のアクションを実行でき
るように設定できます。［タスク］タブを閉じずに複数のアクションをサポートする各タスクアクションに対し
て、closeTaskViewproperty を false に設定します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

Hub の設定プロパティ
enableCreateBEMenuGrouping Hub 設定プロパティを使用して、サブジェクト領域グループに基づいて論理作成メ
ニューグループを設定できます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director 実装ガイド』の「［作成］メニュー内のグループの追加」を参照してください。

検索クエリ
検索クエリを作成して、サブジェクト領域の一部ではないパッケージカラムを含めることができます。検索結
果には、クエリの作成に使用するすべてのパッケージカラムを表示できます。

言語表示
Informatica Data Director は、［その他のアクション］メニューにカスタムアクション名がローカライズされ
た言語で表示されるように設定できます。カスタムアクション名をローカライズするには、カスタムアクショ
ン名とローカライズされた値のペアを国際化メッセージバンドルに追加します。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

グローバルプロパティ
次のグローバルプロパティを使用して Informatica Data Director アプリケーションの実行時の動作を制御す
ることができます。
bulkexportloadsize

Microsoft Excel ファイルにデータをエクスポートするときの、各スレッドのロードの最大サイズを設定し
ます。

exportusingmultithread
Microsoft Excel ファイルにデータをエクスポートするためのマルチスレッドを有効にします。

enableCreateBEMenuGrouping
ビジネスエンティティの［作成］メニューのサブジェクト領域に基づいて論理グループを定義できるかど
うかを指定します。このプロパティは、多数のサブジェクト領域がある場合に必要です。

showShadowColumns
相互参照ビューにシャドーカラムを表示するかどうかを指定します。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。
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ユーザー認証とパスワード暗号化
Informatica Data Director の URL に認証を設定できます。認証が有効な場合、ユーザーがログインすると、
そのユーザー名とパスワードが Informatica Data Director の URL の一部として渡されます。ユーザー名とパ
スワードを暗号化形式で渡すように Informatica Data Director を設定することもできます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director 実装ガイド』および『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 設定ガイ
ド』を参照してください。

エンティティビューの機能拡張
次の機能拡張の追加により、エンティティビューのユーザビリティが向上しました。
• エンティティのルートレコードを含むセクションを縮小表示できます。
• フィールドをクリックして編集モードに切り替えることができます。
• 子レコードを含むセクションで、テーブルビュー内の場合にカラムをソートできます。

子レコードのテーブルビュー
子レコードおよび孫レコードのテーブルビューに表示するカラムの数を指定できます。
デフォルトでは、テーブルビューには、最大 20 個のカラムと 5 個の非表示カラムが含まれます。
C_REPOS_DS_PREF_DETAIL の tableMaxColumns パラメータを設定して、グローバルなデフォルト値を変更で
きます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

カスタムビュー
エンティティ 360 フレームワークでカスタムビューを作成して、ビジネスユーザーに役立つマスタデータのビ
ューを表示することができます。カスタムビューを設定するには、プロビジョニングツールのレイアウトエデ
ィタを使用してビューレイアウトを設定し、そのカスタムビューをビューメニューに追加します。
カスタムビューの設定に関する詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 
HotFix 3 プロビジョニングツールガイド』を参照してください。

Informatica Data Director での［データ］ワークスペースの非表示
Informatica Data Director（IDD）アプリケーションでエンティティ 360 フレームワークを有効にすると、
IDD ユーザーは［データ］ワークスペースではなくエンティティワークスペースからマスタデータを編集およ
び管理します。すべての IDD アプリケーションの［データ］ワークスペースと関連するユーザーインタフェー
ス要素を非表示にすることで、IDD ユーザーの混乱を抑えることができます。ワークスペースを非表示にする
には、cmx.dataview.enabled を cmxserver.properties ファイル内に設定します。
新しいインストールでは、［データ］ワークスペースはデフォルトで非表示になっています。アップグレード時
に cmx.dataview.enabled プロパティが指定されていなかった場合は、［データ］ワークスペースが表示されます。
このプロパティが指定されていた場合、IDD アプリケーションは引き続きアップグレード前の設定を優先しま
す。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 設定ガイド』の「Hub
サーバーのプロパティ」を参照してください。
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ワイルドカード検索
アスタリスクワイルドカード文字（*）を検索文字列に使用してワイルドカード検索を実行できます。ワイルド
カード文字は、検索文字列の末尾または中間に使用します。例えば、「John」を検索する場合は、「Jo*」また
は「J*n」と指定できます。

検索文字列の提案
入力した文字列に基づいて検索文字列を提案するスマート検索を設定できます。提案された値のいずれかを検
索文字列として選択できます。
検索文字列を提案するスマート検索の設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バー
ジョン 10.0.0 HotFix 3 設定ガイド』を参照してください。

［開始］ワークスペースの Jaspersoft レポート
ビジネスインテリジェンスツールの Jaspersoft を使用してレポートを開発および分析している場合、IDD のエ
ンティティ 360 フレームワークにレポートを表示できます。Jaspersoft レポートを表示するように［開始］ワ
ークスペースを設定できます。
Jaspersoft レポート設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 
HotFix 3 プロビジョニングツールガイド』を参照してください。

関連タスク
タスクマネージャのインボックスの［関連タスク］コンポーネントには、選択したタスクの関連タスクが表示
されます。
注: 関連タスクには、BE-ActiveVOS アダプタで作成されたタスクのみが表示されます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 プロビジョニングツー
ルガイド』を参照してください。

変更内容（10.0.0 HotFix 3）
ここでは、バージョン 10.0.0 HotFix 3 の変更内容について説明します。

Informatica LLC
2015 年 8 月から、すべての Informatica 製品およびマニュアルの「Informatica Corporation」という用語が

「Informatica LLC」に置き換わりました。現在の製品またはマニュアルの「Informatica Corporation」とい
う用語は、「Informatica LLC」と読み替える必要があります。
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用語の変更
このリリースでは、一部の用語が変更されました。
次の表に、以前の用語と新しい用語の一覧を示します。

以前の用語 新しい用語
複合オブジェクト ビジネスエンティティ
複合サービス ビジネスエンティティサービス
エンティティ 360 エンティティ 360 フレームワーク
エンティティ 360 表示 エンティティビュー
360 表示 エンティティビュー

ビジネスエンティティサービスガイド
バージョン 10.0.0 HotFix 3 で、『Informatica MDM Multidomain Edition Composite Services Guide』の名
前は『Informatica MDM Multidomain Edition ビジネスエンティティサービスガイド』に変更されました。

メニューの変更点
エンティティ 360 フレームワークの導入に伴い、ヘッダ-のメニュー項目が変更されました。
バージョン 10.0 から、［新規］メニューの名前が［新しい SA］に変更され、［新しい BE］という名前の別のメ
ニューが追加されました。バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、これらのメニューの名前が変更されわかりやすく
なりました。
次の表では、メニューの変更点をまとめています。

バージョ
ン 10.0 よ
り前のメ
ニュー

バージョン
10.0 のメ
ニュー

バージョン
10.0.0 HotFix 3
のメニュー

説明

なし 新しい BE 作成 エンティティビューにビジネスエンティティを作成する。
新規 新しい SA データビューで

作成
データビューのサブジェクト領域にレコードを作成する。
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、データビューが非表示の
場合、このメニューも非表示になります。代わりに［作成］
メニューを使用してください。

クエリ クエリ クエリ データビューの検索機能を使用する。バージョン 10.0.0 
HotFix 3 では、データビューが非表示の場合、このメニュー
も非表示になります。代わりに［検索］ボックスを使用し
てください。
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エンティティビューのナビゲーションメニュー
バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、エンティティビューでビジネスエンティティを表示すると、左側にナビゲー
ションメニューが表示されます。ナビゲーションメニューのセクション名をクリックして、エンティティビュ
ーのそのセクションまでスクロールします。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director ユーザーガイド』の「ビジネスエンティティの追加」を参照してください。

エンティティビューのセクションのフォームビュー
バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、エンティティビューでビジネスエンティを表示すると、ルートレコードがビ
ューの上部、その子レコードがルートレコードの下のセクションに表示されます。ルートレコードはフォーム
ビューに表示されます。セクションでは、子レコードのビューをテーブルビューまたはフォームビューに切り
替えることができます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director ユーザーガイド』の「ビジネスエンティティの追加」を参照してください。

サービス URL
バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、Informatica Data Director が SIF 呼び出しのために生成するサービス URL
の形式を指定できます。
サービス URL を指定するには、cmxserver.properties ファイルに次のテキストを追加します。
referer.url=http://<local host: ローカルホスト>:<port number: ポート番号>
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

変更内容（10.0.0 HotFix 3）       91



階層キャンバス
バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、有効な階層キャンバスでは、ノードテキストは切り捨てられるのではなく、
次の行に折り返されます。

BeMDMWorkflow ActiveVOS プロジェクト
バージョン 10.0 HotFix 3 から、リソースキットの BeMDMWorkflow プロジェクトは、タスクインボックスの
フィルタリングに関する問題を解決するために変更されました。
以前は、リソースキットの BeMDMWorkflow プロジェクトによって、タスクインボックスのフィルタリングに
問題が発生しました。
以前のバージョンからアップグレードする場合は、アップグレード後に BeMDMWorkflow プロジェクトを再デ
プロイします。ワークフローをカスタマイズした場合は、ActiveVOS Designer を使用して、cs.wsdl ファイル
の TaskFilter 複合型内に次のコードを追加します。
<xsd:element minOccurs="0" name="overdueOnly" type="xsd:boolean" />
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 3 アップグレードガイ
ド』を参照してください。

［NULL の更新を許可する］プロパティ
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、ベストバージョンオブトゥルースを計算するすべてのプロセスが同じ方法で
NULL 値を処理します。以前は、プロセスによっては、ステージングテーブルの［NULL の更新を許可する］
プロパティを無視して、ベースオブジェクトテーブルの［NULL 値を適用する］プロパティを使用するものが
ありました。
ソースシステムがカラムに NULL 値を提供すると、プロセスは、ステージングテーブルにあるそのカラムの

［NULL の更新を許可する］プロパティの設定を参照します。
• カラムで［NULL の更新を許可する］プロパティが有効の場合、プロセスは、ベースオブジェクトレコード

に NULL 値を書き込むことができます。
• カラムで［NULL の更新を許可する］プロパティが無効の場合、プロセスは、NULL 値の信頼をダウングレ

ードします。
• ステージングテーブルの［NULL の更新を許可する］プロパティの設定を解決できない場合、プロセスは、

ベースオブジェクトテーブルの［NULL 値を適用する］プロパティの設定を使用します。
［NULL の更新を許可する］プロパティの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョ

ン 10.0.0 HotFix 3 設定ガイド』を参照してください。
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廃止されたプロパティ
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、Hub サーバーの次のプロパティが廃止されています。

廃止されたプロパティ バージョン 10.0.0 HotFix 3 の動作の変更点
cmx.server.batch.load.analyze_threshold_rate このバージョンには相当するものはありません。
activevos.merge.workflow.operation.name なし
activeos.workflow.basicSecure ActiveVOS のセキュリティはアプリケーションサーバーレベ

ルで処理されます。信頼されたユーザーによって、
ActiveVOS と MDM Hub が安全に相互作用できるようにしま
す。

cmx.idd.data_import_enabled なし
solr.allNodesAliveSleepTimeout なし
teamworks.merge.workflow.guid なし
zk.allNodesAliveRetries なし

バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、プロセスサーバーの次のプロパティが廃止されています。

廃止されたプロパティ バージョン 10.0.0 HotFix 3 の動作の変更点
com.informatica.mdm.overrideNullable ソースシステムが NULL 値を提供した場合、最も信頼できる値をプ

ロセスが計算する方法を上書きできません。NULL 値を処理する際に
プロセスが使用する方法が変更されました。詳細については、

「［NULL の更新を許可する］プロパティ」  (ページ 92)を参照してくださ
い。

com.informatica.mdm.promoteNullable カラムに NULL 値を提供するソースシステムが複数のステージング
テーブルを持っている場合、プロセスは、すべてのステージングテ
ーブルの［NULL の更新を許可する］プロパティを無視します。代わ
りにプロセスは、ベースオブジェクトレコードの［NULL 値を適用す
る］プロパティの設定を使用します。

アップグレード後に、廃止されたプロパティがプロパティファイルに残っていても無視されます。廃止された
プロパティは、ファイルから削除しても問題ありません。

SAM 特権
バージョン 10.0.0 HotFix 3 で、［新規］ドロップダウンメニューを IDD で表示するには、関連するベースオブ
ジェクトのサブジェクト領域に作成特権を割り当てる必要があります。特権を割り当てるには、Hub コンソー
ルのセキュリティアクセスマネージャを使用します。
以前は、［新規］ドロップダウンメニューを IDD で表示するには、関連するベースオブジェクトのサブジェク
ト領域に読み取り特権のみを割り当てる必要がありました。

ギャップを埋めるプロパティ
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、タイムラインが有効なベースオブジェクトについて、Hub コンソールで

［ギャップを埋める］プロパティを有効にできます。このベースオブジェクトのプロパティを関連するステージ
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ングテーブルに設定します。以前は、関連するステージングテーブルの C_REPOS_TABLE によってのみ、［ギ
ャップを埋める］プロパティを有効にできました。

ソースシステムキーの保持
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、ソースシステムキーを保持するオプションが有効な場合、初期データロード
と次回以降のすべてのデータロードでソースシステムキーが保持されます。
以前は、ソースシステムキーを保持するオプションが有効な場合、初期データロードのみでソースシステムキ
ーが保持されていました。

INFA_MDM.zip ファイルの削除
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、廃止されたファイルである INFA_MDM.zip が削除されました。
MDMWorkflow.zip ファイルには現在の ActiveVOS ワークフローが含まれます。

タスクマネージャの機能拡張
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、カラムデータを読みやすくするために、タスクマネージャ内でタスクインボ
ックスがブラウザウィンドウの幅まで広がります。タスクを確認する場合、確認パネルがタスクインボックス
の下に開きます。以前は、パネルが並んで表示されました。

マージタスクの機能拡張
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、［マージのプレビュー］のレコードをマージすると、マージの確認が表示さ
れます。以前は、空白のページが表示されました。

一致ビューの機能拡張
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、一致ビューで［一致した行を表示］チェックボックスを選択すると、一致し
た属性を持つ行を強調表示できます。以前は、行は強調表示されませんでした。

ビジネスエンティティスキーマ
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、ソートされた検索結果のパジネーションをサポートするようにビジネスエン
ティティスキーマが更新されました。アップグレード後はビジネスエンティティスキーマを再生成する必要が
あります。

プロセスサーバーと Hub サーバー間の保護された接続
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、Hub コンソールでプロセスサーバーを設定するときに、Hub サーバーとの
保護された接続を有効にするようにプロパティを設定できます。保護された接続を有効にするには、［プロセス
サーバーの追加/編集］ダイアログボックスで、［保護された接続を有効にする（HTTPS）］を選択します。
以前のリリースでは、保護された接続を設定するために C_REPOS_CLEANSE_MATCH_SERVER テーブルで

［セキュア］フィールドを 1 に設定する必要がありました。
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トークン化プロセス
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、ベースオブジェクトレコードが［未処理］とマークされると、MDM Hub が
一致トークンを生成または更新します。
ベースオブジェクトレコードは、次の条件のすべてを満たすと［未処理］とマークされます。
• 更新がベースオブジェクトの一致カラムに影響を与える。
• 更新後の一致カラムのベストバージョンオブトゥルース（BVT）が古い値と異なる。
これまで、ベースオブジェクトレコードは、更新されると常に［未処理］とマークされていました。

検索可能なフィールドのプロパティ
バージョン 10.0.0 HotFix 3 では、プロビジョニングツールを使用して検索可能なフィールドのプロパティを設
定できます。
これまでは、変更リストを使用するか、C_REPOS_CO_CS_CONFIG リポジトリデータベーステーブルを手動
で更新していました。

複数一致インデックス
バージョン 9.7.1 の HotFix で導入された複数一致インデックス機能は、バージョン 10.0.0 以降ではサポート
されません。

スキーマの変更の検証
バージョン 10.0.0 HotFix 3 から、Hub コンソールでスキーマを変更すると（ベースオブジェクトへのカラム
の追加など）、メタデータの検証で警告が生成されます。スキーマに変更を加えるたびにダミーのメタデータの
検証が行われ、C_REPOS_MET_VALID_RESULT テーブルにエントリが追加されます。
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第  1 4  章

新機能と改良点（10.0.0 HotFix 2）
この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.0.0 HotFix 2）, 96 ページ
• 変更内容（10.0.0 HotFix 2）, 103 ページ
• リリースタスク（10.0.0 HotFix 2）, 106 ページ

新機能（10.0.0 HotFix 2）
ここでは、バージョン 10.0.0 HotFix 2 の新しい機能について説明します。

Informatica MDM Hub
ここでは、Informatica MDM Hub の新機能および改良点について説明します。

バッチジョブ
MDM Hub バッチジョブは、親ベースオブジェクトのマッチパスにあるすべての子ベースオブジェクトで同時
に実行できます。
バッチジョブの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 2 設定ガ
イド』を参照してください。

Representational State Transfer 複合サービス呼び出し
Representational State Transfer（REST）複合サービス呼び出しを行い、ハブ関連の操作やタスク管理を行
うことができます。
REST API は以下の操作に使用します。
• 複合オブジェクトのメタデータ、コンテンツメタデータ、ルックアップデータの取り出し。
• レコードのマージおよびマージ解除。
• 関連するレコードおよび一致するレコードの取り出し。
• 一致するレコードの更新および削除。
• タスクの作成、更新、検索、および実行。
REST API の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 複合サービスガイド』
を参照してください。
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Simple Object Access Protocol 複合サービス呼び出し
Simple Object Access Protocol（SOAP）API を使用すると、どの複合サービスでも Web サービスとしてアク
セスできます。SOAP 呼び出しを介して、複合オブジェクト内にレコードを作成したり、複合オブジェクト内
のレコードを更新、削除、検索したりできます。複合オブジェクトのメタデータ、コンテンツメタデータ、ル
ックアップデータなどを取り出すこともできます。レコードのマージ、マージ解除、照合などの操作も実行で
きます。SOAP 呼び出しは、タスクの作成、更新、検索、実行にも利用できます。
SOAP API の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 複合サービスガイド』
を参照してください。

Informatica Data Director
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。

タスクマネージャ
タスクマネージャは、タスクの編成、引き受け、確認、解決などに使用できます。タスクインボックスでは、
タスクと、引き受けが解除されたすべてのタスクを確認できます。関連付けられたビジネスエンティティをタ
スクインボックスの右にある確認パネルで開くには、タスクをクリックします。確認パネルでは、保留中の変
更を確認したり、確認タスクに対してアクションを実行したりできます。以前のバージョンで存在したタスク
ワークスペースは、タスクマネージャによって置き換えられます。
次の図は、タスクが選択されたタスクマネージャを示しています。

1. タスクインボックス。
2. 確認パネル。
タスクマネージャはエンティティ 360 フレームワークの一部です。Informatica Data Director でエンティティ
360 フレームワークを有効にするには、cmxserver.properties の cmx.e360.view.enabled パラメータを true に設
定します。エンティティ 360 フレームワークの有効化の詳細については、『Informatica MDM Multidomain 
Edition 10.0.0 HotFix 2 Informatica Data Director 実装ガイド』を参照してください。
タスクマネージャの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 Informatica 
Data Director ユーザーガイド』を参照してください。
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タスクインボックス
新しいタスクインボックスは、エンティティ 360 ページへの追加または削除が可能な複合オブジェクトコンポ
ーネントです。デフォルトでは、タスクインボックスは［開始］ワークスペース内とタスクマネージャ内に表
示されます。タスクインボックスは、BE-AVOS アダプタまたは SA-AVOS アダプタを介して到着するタスクを
サポートします。BE-AVOS アダプタは、複合オブジェクトモデルをサポートする新しい BPM アダプタです。
SA-AVOS アダプタは、サブジェクト領域モデルをサポートする従来の BPM アダプタです。
タスクインボックスフィルタ
タスクインボックスでは、フィルタに基づいてタスクを表示できます。［マイタスク］と［実行可能なタスク］
を切り替えるには、先頭にあるクイックフィルタを使用します。属性（タスクタイプ、優先度、期限、ステー
タス、または所有者）でリストをフィルタリングするには、カラムフィルタを使用します。

ビジネスエンティティ
ビジネスエンティティの作成と編集は、エンティティ 360 表示で行うことができます。
ビジネスエンティティを追加または編集するときには、設定したビジネスルールに従って入力するデータが
Hub サーバーによって検証されます。
例えば、住所を不正な形式で入力すると、MDM Hub によってその住所が検証され、正しい形式の住所に置き
換えられます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 Informatica Data Director ユーザ
ーガイド』を参照してください。

リンクされた画像
リンクされた画像は、エンティティ 360 ビューで表示できます。画像の URL をエンティティ 360 ビューで更
新し、リンクされた画像を変更できます。
次の図は、エンティティ 360 ビューにおける画像 URL と、リンクされた画像を示しています。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 Informatica Data Director User 
Guide』を参照してください。
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ロギング
メッセージ、エラー、およびフルスタックトレースは、アプリケーションサーバーの cmxserver.log に格納さ
れます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 Informatica Data Director 実装ガ
イド』を参照してください。

スマート検索
検索文字列は、英語、日本語、韓国語、または中国語で入力できます。スマート検索では、検索文字列の言語
に一致するフィールドが検索されます。
スマート検索の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10 0.0 HotFix 2 設定ガイド』を参
照してください。

ActiveVOS
このセクションでは、バージョン 10.0.0 HotFix 2 における新しい ActiveVOS 機能について説明します。
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自動的なタスクの割り当て
複合オブジェクトに基づく ActiveVOS ワークフローアダプタのタスク割り当てを設定するには、Informatica 
Data Director 構成ファイルでタスク割り当てを設定します。タスクを直接割り当てることも、タスクマネージ
ャによってタスクがユーザーに割り当てられるようにすることも可能です。
次の図は、［タスクの編集］ダイアログボックス内の自動タスク割り当てオプションを示しています。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 Informatica Data Director 実装ガ
イド』を参照してください。

自動タスク割り当ての設定パラメータ
MDM Hub の初期化が完了してから自動タスク割り当てが始まるまでの待機時間は、設定が可能です。待機時
間を設定しないと、タスクの作成時にエラーが発生する可能性があります。
次のパラメータが cmxserver.properties に追加されました。

sip.task.assignment.start.delay=10
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値 sip.task.assignment.start.delay は、MDM Hub の初期化が完了してから自動タスク割り当てが始まるまでの
待機時間を分単位で表したものです。デフォルトは 10 分です。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10 0.0 HotFix 2 設定ガイド』を参照してください。

複合オブジェクトに基づく ActiveVOS ワークフローアダプタ
ワークフローエンジンは、複合オブジェクトに基づく ActiveVOS ワークフローアダプタを使用するように設定
できます。複合オブジェクトに基づく ActiveVOS ワークフローアダプタは、複合サービスを利用して動作しま
す。自動タスク割り当てと直接のタスク割り当てを設定するには、複合オブジェクトに基づく ActiveVOS ワー
クフローアダプタをプライマリワークフローエンジンとして使用する必要があります。複合オブジェクトに基
づく ActiveVOS ワークフローアダプタの名前は、BE ActiveVOS です。
複合オブジェクト ActiveVOS ワークフローエンジンをプライマリワークフローエンジンとして使用することを
お勧めします。サードパーティ BPM アダプタまたは Siperian アダプタに基づくワークフローエンジンは非推
奨扱いとなっています。非推奨扱いのアダプタは、Informatica によってサポートが継続されますが、今後の
リリースで廃止され、サポートされなくなります。
次の図は、ds_ui1_siperian ORS のプライマリワークフローとして選択された、複合オブジェクトに基づく
ActiveVOS ワークフローアダプタを示しています。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 設定ガイド』と『Informatica 
MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 アップグレードガイド』を参照してください。

直接のタスク割り当て
特定のユーザーにタスクを割り当てることができます。タスクを割り当てるときには、タスクの割り当て先と
して選択できるユーザーのリストが Informatica Data Director によって表示されます。直接のタスク割り当
てを有効にするには、複合オブジェクトに基づく ActiveVOS ワークフローアダプタを使用します。直接のタス
ク割り当ては、サブジェクト領域に基づく ActiveVOS ワークフローアダプタに対しては実行できません。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 Informatica Data Director 実装ガ
イド』を参照してください。
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安全な通信
ActiveVOS は、MDM Hub と安全に通信するために HTTP Secure（HTTPS）プロトコルを使用できます。ワー
クフローエンジン通信プロトコルを http または https に設定するために使用できる新しいパラメータが、Hub
コンソールの Workflow Manager に追加されました。
次の図は、［ワークフローの追加］ダイアログボックスのプロトコルパラメータを示しています。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10 0.0 HotFix 2 アップグレードガイド』を参照し
てください。

Informatica Data Director 構成ファイルでのタスク割り当て設定
各サブジェクト領域のタスク割り当ては、Informatica Data Director 構成ファイルで設定できます。
次のコードサンプルは、サブジェクト領域のタスク割り当て設定を示しています。
<taskAssignmentConfig task="Update">  <securityRole roleUid="DataSteward" /></taskAssignmentConfig><taskAssignmentConfig task="ReviewNoApprove">  <securityRole roleUid="Manager" /></taskAssignmentConfig><taskAssignmentConfig task="FinalReview">  <securityRole roleUid="SrManager" /></taskAssignmentConfig><taskAssignmentConfig task="Notification">  <securityRole roleUid="DataSteward" /></taskAssignmentConfig><taskAssignmentConfig task="Merge">  <securityRole roleUid="DataSteward" /></taskAssignmentConfig><taskAssignmentConfig task="Unmerge">  <securityRole roleUid="DataSteward" /></taskAssignmentConfig>

Resource Kit
このセクションでは、バージョン 10.0.0 HotFix 2 における新しい Resource Kit 機能について説明します。
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Informatica Data Director の設定例
<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>\hub\resourcekit\samples\BDD\にある
IDDConfig_ActiveVOS_BE.xml ファイルは、Informatica Data Director アプリケーションの設定に使用できます。
このファイルには、複合オブジェクトに基づく Informatica ActiveVOS ワークフローアダプタのタスク設定が
含まれています。このファイルは、Resource Kit に含まれているサンプルスキーマ用に設定されています。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 Resource Kit Guide』を参照して
ください。

ActiveVOS プロジェクト
BPM サンプルフォルダには、複合オブジェクトに基づく ActiveVOS ワークフローアダプタの ActiveVOS プロ
ジェクトが含まれています。
フォルダ<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>\hub\resourcekit\samples\BPM 内の
ファイル BeMDMWorkflow.zip には、BeMDMWorkflow プロジェクトと BeCommonMDM プロジェクトが含まれ
ています。BeMDMWorkflow プロジェクトには、定義済みの Business Process Execution Language（BPEL）
定義と定義済みのロールが含まれています。BeCommonMDM プロジェクトには、サポート用のリソースが含
まれています。これらのプロジェクトは、複合オブジェクトに基づく ActiveVOS ワークフローアダプタに使用
されます。
詳細については、『Multidomain MDM Data Director - ActiveVOS の統合ガイド』を参照してください。

変更内容（10.0.0 HotFix 2）
ここでは、バージョン 10.0.0 HotFix 2 の変更内容について説明します。

スキーマツールユーザーインターフェイス
バージョン 10.0.0 HotFix 2 では、子ベースオブジェクト内のレコードの存在に基づいて親レコードをマッチン
グすべきかどうかを示す手段として、［子レコードの欠如を許可する］オプションを使用します。このオプショ
ンは、スキーマツールの［パスコンポーネントの追加］ダイアログボックスにあります。
以前は、子ベースオブジェクト内のレコードの存在に基づいて親レコードをマッチングすべきかどうかを示す
のに、［子の有無を確認する］オプションが使用されました。

エンティティ 360 のデフォルト設定
エンティティ 360 ビューのレイアウトまたはコンポーネントを設定しないと、Informatica Data Director によ
ってデフォルトの設定が生成されます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 Informatica Data Director 実装ガ
イド』を参照してください。

承認のために送信
バージョン 10.0 HotFix 2 では、ユーザーはビジネスエンティティの作成または更新時に［承認のために送信］
をクリックする必要がありません。ユーザーがビジネスエンティティを作成または更新するとき、［保存］をク
リックするとデフォルトの承認ワークフローがトリガされます。
以前は、ユーザーが［保存］をクリックするか［承認のために送信］をクリックするかを判断する必要があり
ました。
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ActiveVOS
このセクションでは、バージョン 10.0.0 HotFix 2 における ActiveVOS の変更点について説明します。

Informatica Data Director 構成ファイルでのタスク設定
バージョン 10.0.0 HotFix 2 では、Informatica Data Director 構成ファイル内のタスク設定パラメータの機能
が変更されました。ActiveVOS ワークフローアダプタを使用する場合は、アップグレードの後で IDD 構成ファ
イルを更新してください。
Informatica Data Director の構成ファイルで以下のタスクパラメータを設定できます。
taskType

タスクタイプを示します。
taskTypeID

プロセス名です。
name

taskType の名前です。この名前は、ActiveVOS ワークフロー設定内のタスクの名前と同じにする必要が
あります。

次のコードを使用し、サブジェクト領域に基づく ActiveVOS アダプタのタスクを Informatica Data Director
構成ファイル内に設定できます。
<tasks includeUnassignedTasks="true"><!-- Task Definitions -->  <taskType taskTypeId="IDDMergeTask" name="AVOSMerge" displayName="Merge" creationType="MERGE">    <description>Merge two records together.</description>  </taskType>
  <taskType taskTypeId="IDDUnmergeTask" name="AVOSUnmerge" displayName="Unmerge" creationType="UNMERGE">    <description>Unmerge an XREF record from a Base Object record.</description>  </taskType>
  <taskType taskTypeId="IDDOneStepApprovalTask" name="AVOSFinalReview" displayName="Final review" creationType="NONE">    <description>Update a record and require the user to go through an approval process before completing the task.    </description>  </taskType>
  <taskType name="Notification" displayName="Notification" creationType="NONE">    <description>Notification step in the workflow</description>  </taskType>
  <taskType taskTypeId="IDDTwoStepApprovalTask" name="AVOSReviewNoApprove" displayName="Review no approve"   creationType="NONE" defaultApproval="true">    <description>Update a record and require the user to go through an approval process before completing the task.    </description>  </taskType>
  <taskType taskTypeId="IDDUpdateWithApprovalTask" name="Update" displayName="Update" creationType="CREATE">    <description>Update a record and do not require the user to go through  an approval process before completing    the task. The approval step is optional.    </description>  </taskType></tasks>
次のコードを使用し、複合オブジェクトに基づく ActiveVOS タスクを Informatica Data Director 構成ファイ
ル内に設定できます。
<tasks includeUnassignedTasks="true"><!-- Task Definitions -->
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  <taskType taskTypeId="BeMergeTask" name="AVOSBeMerge" displayName="Merge" creationType="MERGE">    <description>Merge two records together.</description>  </taskType>
  <taskType taskTypeId="BeUnmergeTask" name="AVOSBeUnmerge" displayName="Unmerge" creationType="UNMERGE">    <description>Unmerge an XREF record from a Base Object record.    </description>  </taskType>
  <taskType taskTypeId="BeOneStepApprovalTask" name="AVOSBeFinalReview" displayName="Final review" creationType="NONE">    <description>Update a record and require the user to go through an approval process before completing the task.    </description>  </taskType>
  <taskType name="AVOSBeNotification" displayName="Notification" creationType="NONE">    <description>Notification step in the workflow</description>  </taskType>
  <taskType taskTypeId="BeTwoStepApprovalTask" name="AVOSBeReviewNoApprove" displayName="Review no approve"   creationType="NONE" defaultApproval="true">    <description>Update a record and require the user to go through an approval process before completing the task.    </description>  </taskType>
  <taskType taskTypeId="BeUpdateWithApprovalTask" name="AVOSBeUpdate" displayName="Update" creationType="CREATE">    <description>Update a record and do not require the user to go through an approval process before completing    the task. The approval step is optional.    </description>  </taskType></tasks>
以前は、次のコードを使用してサブジェクト領域に基づく ActiveVOS タスクを Informatica Data Director 構
成ファイル内に設定できました。
<tasks includeUnassignedTasks="true">  <taskType creationType="MERGE" dataUpdateType="ACTIVE" defaultApproval="false" displayName="Merge Workflow" displayType="NORMAL" name="MergeWorkflow" pendingBVT="false" taskTypeId="IDDMergeTask">    <description>Merge two records together.</description>  </taskType> 
<taskType creationType="UNMERGE" dataUpdateType="ACTIVE" defaultApproval="false" displayName="Unmerge Workflow" displayType="NORMAL" name="UnmergeWorkflow" pendingBVT="false" taskTypeId="IDDUnmergeTask">    <description>Unmerge an XREF record from a Base Object record.</description>  </taskType></tasks>
<taskType creationType="NONE" dataUpdateType="ACTIVE" defaultApproval="false" displayName="One Step Approval Workflow" displayType="NORMAL" name="OneStepApprovalWorkflow" pendingBVT="false" taskTypeId="IDDOneStepApprovalTask">    <description>Update a record and require the user to go through an approval process before completing the task.</description>  </taskType>
  <taskType creationType="NONE" dataUpdateType="ACTIVE" defaultApproval="false" displayName="Two Step Approval Workflow" displayType="NORMAL" name="TwoStepApprovalWorkflow" pendingBVT="false" taskTypeId="IDDTwoStepApprovalTask">    <description>Update a record and require the user to go through an approval process before completing the task.</description>  </taskType>
  <taskType creationType="CREATE" dataUpdateType="ACTIVE" defaultApproval="true" displayName="Update With Approval Workflow" displayType="NORMAL" name="UpdateWithApprovalWorkflow" pendingBVT="false" taskTypeId="IDDUpdateWithApprovalTask">    <description>Update a record and do not require the user to go through an approval process before completing the task. The approval step is optional.</description>  </taskType>
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信頼されたユーザー
10.0.0 HotFix 2 で、信頼されたユーザーを介して MDM Hub と ActiveVOS 間の安全な通信を容易に実現できる
ようになりました。MDM Hub が ActiveVOS に要求を送信するときに、その要求には信頼されたユーザーの資
格情報が含まれます。
以前は、MDM Hub はタスクを実行した MDM Hub ユーザーの資格情報が含まれる要求を ActiveVOS に送信し
ました。

スマート検索
バージョン 10.0 HotFix 2 では、検索ワークスペースに入力するフィルタ値は大文字/小文字の区別がなされま
せん。
以前は、大文字/小文字を区別してフィルタ値を入力する必要がありました。

アップグレード
このセクションでは、バージョン 10.0.0 HotFix 2 におけるアップグレード動作の変更点について説明します。

build.properties ファイル
バージョン 10.0.0 HotFix 2 では、アップグレードプロセスによって、<MDM Hub installation directory: MDM Hub
のインストールディレクトリ>\hub\server\bin に置かれた build.properties ファイルが更新されます。
以前は、アップグレードプロセスによって build.properties ファイルが更新されることはありませんでした。

廃止された SIF API
バージョン 10.0 HotFix 2 で、次の SIF API が廃止されました。
• リンク
• Link2

リリースタスク（10.0.0 HotFix 2）
ここでは、バージョン 10.0.0 HotFix 2 のリリースタスクについて説明します。

エンティティ 360
このセクションでは、バージョン 10.0.0 HotFix 2 におけるエンティティ 360 のリリースタスクについて説明
します。
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パフォーマンス最適化
エンティティ 360 と Informatica Data Director のパフォーマンスを大幅に向上させるには、アプリケーショ
ンサーバーの Java 仮想マシンに次のパラメータを追加します。
• JBoss では、JIT コードキャッシュサイズを指定する次のオプションを追加します。

-XX:ReservedCodeCacheSize=256m
• WebLogic では、JIT コードキャッシュサイズを指定する次のオプションを追加します。

-XX:ReservedCodeCacheSize=256m
• WebSphere では、予約コードキャッシュサイズを指定する次のオプションを追加します。

-XX:codecachetotal=256m
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition 10.0.0 HotFix 2 インストールガイド』を参照して
ください。

ActiveVOS
このセクションでは、バージョン 10.0.0 HotFix 2 における ActiveVOS のリリースタスクについて説明します。

信頼されたユーザーの作成
10.0.0 HotFix 2 で、信頼されたユーザーを介して MDM Hub と ActiveVOS 間の安全な通信を容易に実現できる
ようになりました。MDM Hub が ActiveVOS に要求を送信するときに、その要求には信頼されたユーザーの資
格情報が含まれます。
MDM Hub サーバーをアップグレードする前に、abTrust ロールを持つユーザーをアプリケーションサーバー
に作成する必要があります。abTrust ロールを持つユーザーは、MDM Hub と ActiveVOS によって信頼されま
す。信頼されるユーザーを設定しないと、ActiveVOS は MDM Hub からの要求を認証できません。
abTrust ロールを持つユーザーをアプリケーションサーバーに追加する方法については、『Informatica MDM 
Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 2 アップグレードガイド』を参照してください。

サブジェクト領域に基づく ActiveVOS アダプタの IDD 設定の更新
サブジェクト領域に基づく ActiveVOS ワークフローアダプタをタスクマネージャで使用するには、
Informatica Data Director 構成ファイルを更新します。Informatica Data Director 構成ファイルを更新しな
いと、タスクの作成にタスクマネージャを使用できません。
次のコードサンプルは、サブジェクト領域に基づく ActiveVOS タスクを Informatica Data Director 構成ファ
イルで設定する方法を示しています。
    <tasks includeUnassignedTasks="true"><!-- Task Definitions -->  <taskType taskTypeId="IDDMergeTask" name="AVOSMerge" displayName="Merge" creationType="MERGE">    <description>Merge two records together.</description>  </taskType>
  <taskType taskTypeId="IDDUnmergeTask" name="AVOSUnmerge" displayName="Unmerge" creationType="UNMERGE">    <description>Unmerge an XREF record from a Base Object record.</description>  </taskType>
  <taskType taskTypeId="IDDOneStepApprovalTask" name="AVOSFinalReview" displayName="Final review" creationType="NONE">    <description>Update a record and require the user to go through an approval process before completing the task.    </description>  </taskType>
  <taskType name="Notification" displayName="Notification" creationType="NONE">    <description>Notification step in the workflow</description>  </taskType>
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  <taskType taskTypeId="IDDTwoStepApprovalTask" name="AVOSReviewNoApprove" displayName="Review no approve"   creationType="NONE" defaultApproval="true">    <description>Update a record and require the user to go through an approval process before completing the task.    </description>  </taskType>
  <taskType taskTypeId="IDDUpdateWithApprovalTask" name="Update" displayName="Update" creationType="CREATE">    <description>Update a record and do not require the user to go through  an approval process before completing    the task. The approval step is optional.    </description>  </taskType></tasks>
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第  1 5  章

新機能、変更点、リリースタスク
（10.0.0 HotFix 1）

• 新機能（10.0.0 HotFix 1）, 109 ページ

新機能（10.0.0 HotFix 1）
ここでは、バージョン 10.0.0 HotFix 1 の新しい機能について説明します。

Informatica MDM Hub
ここでは、Informatica MDM Hub の新機能および改良点について説明します。

製品使用ツールキット
MDM 環境についての情報を含むカスタマサポート管理ファイルを Informatica に送信するように、MDM 
Multidomain Edition を設定できます。
MDM 環境情報収集用に製品使用ツールキットを設定する方法の詳細については、『Informatica MDM 
Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 1 設定ガイド』を参照してください。
注: Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 9.7.0 HotFix 2 では、製品使用ツールキットは
DiscoveryIQ と呼ばれていました。

タイムラインのルール
データ変更イベントを追跡するベースオブジェクトに対してロードまたは入力操作を使用する際、MDM Hub
によって次の新しいタイムラインのルールが適用されます。
• 既存の相互参照レコード内のデータが変更されると、レコードは更新されますが、新しいレコードバージョ

ンは生成されません。
• 既存の相互参照レコードの有効期間が変更されると、レコードは更新されますが、新しいレコードバージョ

ンは生成されません。
• レコードに新しい有効期間の相互参照レコードが追加されると、新しいレコードバージョンが生成されま

す。
タイムラインのルールの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 
1 設定ガイド』を参照してください。
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バッチジョブでの複数のレコードバージョンのロード
複数のレコードバージョンをステージングテーブルからベースオブジェクトの相互参照テーブルに、1 つのバ
ッチジョブでロードできます。
複数のレコードバージョンをロードするには、ベースオブジェクトでレコードの有効期間の連続性を設定しま
す。さらに、cmx.server.batch.load.smart_resequencing プロパティを true に設定して、ベースオブジェク
トにロードする際にレコードバージョンが正しい順番でロードされるようにします。
cmx.server.batch.load.smart_resequencing プロパティは、cmxserver.properties ファイルで設定します。
バッチジョブで複数のレコードバージョンをロードする方法の詳細については、『Informatica MDM 
Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 1 設定ガイド』を参照してください。

バッチジョブでのレコードバージョンの有効期間の短縮
バッチジョブでレコードバージョンの連続性を保持することで、レコードバージョンの有効期間を短縮できま
す。
レコードバージョンの有効期間の短縮の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョ
ン 10.0.0 HotFix 1 設定ガイド』を参照してください。

ステージングテーブルのシステムカラム
バージョン 10.0.0 HotFix 1 では、データ変更イベントを追跡する MDM Hub 機能を拡張するために、ステージ
ングテーブルにシステムカラムが追加されました。
ステージングテーブルに、次のシステムカラムが追加されました。
PERIOD_REFERENCE_TIME

更新が必要なレコードバージョンを識別するために、有効期間内の参照日付を指定します。
TIMELINE_ACTION

ロードプロセス中にレコードバージョンに対して実行するアクションを指定します。

SIF の API
バージョン 10.0.0 HotFix 1 では、Put および cleansePut SIF の API に要素が追加されました。要素により、
タイムラインアクション、有効期間の参照時間が指定され、レコードバージョン間のギャップが埋まります。
以前は、タイムラインアクション、有効期間の参照時間を指定し、レコードバージョン間のギャップを埋める
要素は使用できませんでした。

Informatica Data Director
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。

Informatica Data Director のユーザーインタフェース
Informatica Data Director のユーザーインタフェースには、［アクション］メニューにレコードバージョンを
編集および追加するための次の新規オプションがあります。
データの編集

既存のレコードのデータを編集します。レコードの有効期間は変更できません。
期間の日付の編集

レコードの有効期間を編集する際に使用します。
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新しい期間の作成
新しい有効期間に該当するレコードバージョンを追加する際に使用します。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition Version 10.0.0 HotFix 1 Informatica Data 
Director User Guide』を参照してください。

スマート検索
スマート検索では、Apache Solr の SolrCloud 機能を使用して検索要求のパフォーマンスを向上させます。
SolrCloud は、Solr サーバーのクラスタを使用して分散インデックス処理および検索を可能にします。パフォ
ーマンスの結果は、お使いの環境およびスマート検索設定によって異なります。
スマート検索の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 HotFix 1 設定ガ
イド』を参照してください。

エンティティ 360 ルックアップリンク
エンティティ 360 データビューでは、ルックアップ複合オブジェクトにリンクするルックアップ値を設定でき
ます。ユーザーはルックアップ値をクリックして、ルックアップ複合オブジェクトを表示できます。
ルックアップリンクの設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition Informatica Data 
Director バージョン 10.0.0 HotFix 1 実装ガイド』を参照してください。

新機能（10.0.0 HotFix 1）       111



第  1 6  章

新機能、変更点、リリースタスク
（10.0.0）

この章では、以下の項目について説明します。
• 新機能（10.0.0）, 112 ページ
• 変更内容（10.0.0）, 114 ページ
• タスクの解放（10.0.0）, 115 ページ

新機能（10.0.0）
ここでは、バージョン 10.0.0 の新しい機能について説明します。

Informatica MDM Hub
このセクションでは、Informatica MDM Hub の新機能および改良点について説明します。

言語
言語に関連する以下の新機能が使用可能になりました。
• Hub コンソールを起動後、ローカライズ、サポートされている任意の言語でユーザーインターフェースの

要素を表示できる。
• スペイン語とブラジルポルトガル語でユーザーインターフェースの全要素を表示するように、MDM Hub を

設定できる。
言語の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 インストールガイド』を
参照してください。

複数の MDM Hub マスターデータベース
単一のデータベースインスタンスで複数の MDM Hub マスターデータベースを設定できます。複数の MDM 
Hub マスターデータベースを設定する際には、MDM Hub マスターデータベースごとに MDM Hub インスタン
スをインストールします。
複数の MDM Hub マスターデータベース設定の詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バ
ージョン 10.0.0 インストールガイド』を参照してください。
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Informatica プラットホームステージング
MDM Hub と Informatica プラットフォームを統合することで、データ統合サービスを使用してステージプロ
セスを実行することができます。
Informatica プラットホームステージングの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バー
ジョン 10.0.0 設定ガイド』を参照してください。

Informatica ActiveVOS サーバー
ActiveVOS サーバーをワークフローエンジンとしてインストールし、使用することができます。受注処理の電
子メールにはインストーラへのリンクが記載され、MDM Multidomain Edition パッケージには ActiveVOS サ
ーバーのライセンスが同梱されています。ActiveVOS サーバーを Hub サーバーの一部としてインストールする
と、組み込みの ActiveVOS サーバーとしてインストールされます。埋め込みインストールでは、ActiveVOS 用
の MDM Identity Service が設定され、事前定義された MDM ワークフローとロールが ActiveVOS サーバーに
デプロイされます。
詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition インストールガイド』を参照してください。

複合オブジェクト
複合オブジェクトは、ベースオブジェクトをネストした構造体で構成されます。複合オブジェクトは、ルート
ベースオブジェクトに関連するすべての情報をエンティティ 360 表示で表示するのに必要です。MDM Hub の
複合オブジェクトは、Informatica Data Director のサブジェクト領域と概念的に同じです。

複合サービス
複合オブジェクトレコードを作成、更新、削除、および検索する複合サービス呼び出しを行うことができます。
Representational State Transfer（表現状態転送: REST）複合サービス呼び出しまたは Enterprise JavaBean

（EJB）複合サービス呼び出しを行うことができます。
複合サービスの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 設定サービスガ
イド』を参照してください。

Dynamic Data Masking
Dynamic Data Masking は、MDM Hub とデータベースの間で動作して、機密情報への不正アクセスを防止す
るデータセキュリティ製品です。Dynamic Data Masking は、データベースに送信された要求をインターセプ
トし、その要求にデータマスキングルールを適用して、データをマスクしてから MDM Hub に返送します。
Dynamic Data Masking の詳細については、Informatica MySupport ポータル
https://mysupport.informatica.com/product-documents.jspa?containerType=14&containerID=2333 にあ
る「Dynamic Data Masking」のドキュメントを参照してください。

セキュリティガイド
『Informatica MDM Multidomain Edition セキュリティガイド』には MDM Hub のセキュリティに関する情報

が掲載されています。 前バージョンまでは、MDM Hub のセキュリティは『Informatica MDM Multidomain 
Edition 設定ガイド』で説明されていました。

Informatica Data Director
ここでは、Informatica Data Director の新機能および改良点について説明します。
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スマート検索
スマート検索を実行することにより、複合オブジェクトの特定コレクションまたは全コレクション内のデータ
を検索文字列で検索することができます。Informatica Data Director アプリケーションにより、マッチングさ
れたフィールドが表示されるので、さらにそれを検索して詳細に表示することができます。結果は、検索文字
列とのマッチング程度の近さに基づいてランク付けされます。フィルタを適用して結果を絞り込むことができ
ます。結果の詳細はエンティティ 360 表示、データビュー、および階層ビューで表示できます。

言語
スペイン語とブラジルポルトガル語でユーザーインターフェースの全要素を表示するように、Informatica 
Data Director を設定することができます。

エンティティ 360 表示
エンティティ 360 表示を使用すると、複合オブジェクトのレコードを表示できます。また、あらゆるレベルの
レコードも表示できます。さらに、コンポーネントのレイアウトを設定することもできます。複合オブジェク
トのレコードに関連する追加情報（マッチや関連するレコードなど）を表示するように、エンティティ 360 表
示を設定することも可能です。エンティティ 360 表示はデフォルトでは無効化されています。

グローバルプロパティ
次のグローバルプロパティを使用して Informatica Data Director アプリケーションの実行時の動作を制御す
ることができます。
IDD2COCSConverter.prefixCoNames

Informatica Data Director 設定を複合オブジェクト設定に変換する際に、複合オブジェクト名にプレフィ
ックス付きのサブジェクト領域名が使用されているかどうかを判別します。

詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 Informatica Data Director 実装
ガイド』を参照してください。

Resource Kit
この節では、Resource Kit の新機能および改良点について説明します。

複合サービス呼び出しを行うための Java および JavaScript コードサンプル
Java コードサンプルでは、Enterprise JavaBean（EJB）複合サービス呼び出しを実行することができます。
一方、JavaScript コードサンプルでは、Representational State Transfer（表現状態転送: REST）複合サービ
ス呼び出しを実行することができます。
これらのコードサンプルは次の Resource Kit の場所にあります。 MDM Hub installation directory: MDM Hub のイ
ンストールディレクトリ
コードサンプルの詳細については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10.0.0 Resource Kit
ガイド』を参照してください。

変更内容（10.0.0）
このセクションでは、バージョン 10.0.0 における変更点について説明します。
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Informatica MDM Hub
このセクションでは、バージョン 10.0.0 における Informatica MDM Hub の変更点について説明します。

アプリケーションサーバーのメモリ設定
バージョン 10.0 では、MDM Multidomain Edition のインストールまたはアップグレードを行う前に、すべて
のアプリケーションサーバーのアプリケーションサーバーメモリ設定を以下のパラメータに設定する必要があ
ります。
注: バージョン 10.2 では、廃止された Java オプション（-XX:PermSize および-XX:MaxPermSize）を省略できます。
JBoss および Weblogic

-Xms2048m -Xmx4096m -Xss2000k -XX:PermSize=256m -XX:MaxPermSize=1024m
WebSphere

-Xms2048m -Xmx4096m -Xmso2048m -Xss2000k -XX:PermSize=256m -XX:MaxPermSize=1024m
以前は、アプリケーションサーバーのメモリ設定は、以下のパラメータに設定されていました。
JBoss

-Xms1024m -Xmx4096m -XX:PermSize=256m -XX:MaxPermSize=1024m
WebLogic

-Xmx4096m -XX:PermSize=256m -XX:MaxPermSize=1024m
WebSphere

-XX:MaxPermSize=512m -XX:PermSize=128m -Xss2000k

カスタムの MDM Hub マスタデータベースユーザー名
バージョン 10.0.0 から、カスタム MDM Hub マスターデータベースのユーザー名を作成できます。デフォルト
は cmx_system です。
以前は、カスタム MDM Hub マスターデータベースのユーザー名は、IBM DB2 環境でしか作成できませんでし
た。
カスタムの MDM Hub マスタデータベースユーザー名の詳細については、『Informatica MDM Multidomain 
Edition バージョン 10.0.0 インストールガイド』を参照してください。

タスクの解放（10.0.0）
このセクションでは、バージョン 10.0.0 におけるリリースタスクについて説明します。

Informatica MDM Hub
このセクションでは、バージョン 10.0.0 における Informatica MDM Hub のリリースタスクについて説明しま
す。
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プロキシロール
バージョン 10.0.0 から、オペレーショナルリファレンスストアを作成しても、プロキシロールが含まれなくな
りました。
バージョン 10.0.0 にアップグレードすると、既存のプロキシロールは削除可能な通常のロールに変換されま
す。

Siperian BPM ワークフローエンジン
バージョン 10.0.0 から、Siperian BPM ワークフローエンジンが廃止されました。以前は、Siperian BPM ワー
クフローエンジンが MDM Hub のデフォルトのワークフローエンジンでした。Hub サーバーインストールの一
環として、ActiveVOS サーバーをインストールすることをお勧めします。ActiveVOS サーバーは新しいデフォ
ルトのワークフローエンジンです。
このリリースでは、Siperian BPM を引き続き使用できます。アップグレードする前に、Siperian BPM ワーク
フローエンジンに定義されている設定を書き留めてください。アップグレード後、前のリリースで使用してい
たのと同じ名前および設定で Siperian BPM ワークフローエンジンを定義します。オペレーショナル参照スト
アで Siperian BPM ワークフローエンジンが使用されていることを確認します。
ワークフローエンジンを切り替える場合は、まず開いているタスクを閉じる必要があります。開いているタス
クをワークフローエンジン間で移行することはできません。
Siperian BPM から ActiveVOS サーバーに移動する際、次のオプションがあります。
• このリリースにアップグレードする前に、開いているすべてのタスクを閉じます。アップグレード後、アッ

プグレードしたすべてのオペレーショナル参照ストアは ActiveVOS サーバーをワークフローエンジンとし
て使用します。ActiveVOS サーバーのタスク定義を使用するには、IDD アプリケーションを更新する必要が
あります。

• このリリースにアップグレードした後に ActiveVOS サーバーに移動する場合、アップグレード後にワーク
フローエンジンを切り替えることができます。切り替える準備ができたら、開いているすべてのタスクを閉
じます。オペレーショナル参照ストアごとに、ワークフローエンジンを Siperian BPM から ActiveVOS サ
ーバーに変更します。ActiveVOS サーバーのタスク定義を使用するには、IDD アプリケーションを更新しま
す。

手順については、『Informatica MDM Multidomain Edition バージョン 10 HotFix 1 Informatica Data 
Director 実装ガイド』を参照してください。

サービス統合フレームワーク要求用 EJP プロトコル
バージョン 10.0.0 から、EJB2 プロトコルが廃止されたため、EJB3 プロトコルを使用し、サービス統合フレー
ムワーク（SIF）要求を通じて MDM Hub と通信する必要があります。この EJB プロトコルを使用し、サービ
ス統合フレームワーク（SIF）要求を介して MDM Hub と通信するには、以下のタスクを実行します。
1. 既存の SiperianClient ライブラリクラスを最新バージョンの SiperianClient ライブラリクラスに置き換え

ます。 
SiperianClient ライブラリクラスは、以下のディレクトリにある siperian-api.jar ファイルに含まれてい
ます。
• <Resource Kit のインストールディレクトリ>\sdk\sifsdk\lib
• <MDM Hub のインストールディレクトリ >\hub\server\lib

2. カスタムの JNDI ルックアップメソッドを使用する場合は、EJB3 の規則に準拠するようにそのメソッドを
更新してください。 
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Informatica Data Director
このセクションでは、バージョン 10.0.0 における Informatica Data Director のリリースタスクについて説明
します。

グラフ
バージョン 10.0.0 では、新規顧客またはすでに IBM ILOG グラフソフトウェアのライセンスを保有している既
存の顧客に対して、ILOG グラフはサポートされません。
Jaspersoft ソフトウェアを使用して、Informatica Data Director でグラフィカルにデータを表示することを
お勧めします。
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